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東 北 大 学 工 学 部 化 学 工 学 学 科 卒 業
東 北 人 学 人 学 院 工 学 研 究 利 ・ 化 学 工 学 専 攻 修 士 課 程 修 r
束 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 利 ・ 化 学 上 学 山 . 攻 博 士 課 程 修 了
昭 和 1 8 年 3 月 3 0 日
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教 授
環 境 利 ・ 学 研 究 利
東 北 大 学 下 学 部 助 手
反 応 工 学 研 究 の た め 在 外 研 究 員 と し て カ ナ ダ 国 に 出 張 ( 昭 和 4 9 年 8 月 ま で )
束 北 大 学 工 学 部 劭 教 授
束 北 大 学 工 学 部 教 授
東 北 火 学 人 学 院 工 学 研 究 科 教 授
東 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 科 教 授
東 北 大 学 を 定 年 退 暇
学 イ 立
昭 和 4 5 午 3 月 工 学 博 士 ( 東 北 大 学 )
昭和52年12月
昭和61年5月
昭和63年6円
乎成9年Ⅱ円
平成12年5月
平成12年10月
斗ξ成15年12月
松永研究助成金
旭硝f工業技術奨励会研究助成
石油技術協会論文賞
Π本証券奨学財団研究嗣査助成
「分析化学」論文賞
住友財団環境研究助成
H本地熱学会論文賞
学会等における活動(役職等)
日本鉱業会地熱開発のための水圧破砕技術研究委員会委員 d981年~19綿年)
日本鉱業会東北支(需常議員 a9器年~1984作)
Π本鉱業会遼鉱操業へのコンビュータ利用技術に関する研究委員会委員(19器年~1986
年)
日オ井広業会秋季大会, MMU/AUSIMMJointsymposium 央行委員会委i・1 (1983仟10月)
日本鉱業会熱水.熱芙気型地熱開発のための地下人工熱交換西の設計に関する研究委員会
委員(1984年~1986年)
化学工学恊会産業部門委員会プロセス設計技術専門委員会委員(1984年~ 1990年)
日本地熱学会編集委員会委員 a984年~1986年)
日本鉱業会編朱出版委員会委員(1985年~1988年)
化学工学協会英文誌編集委員会蚕員(1987年~1989年)
資源・累材学会東北支部常議員 a9釘年~1998年)
資源・素材学会還鉱プロセスの制御と管理に関する研究委員会委員 a987年~1990仟)
石油学会創立30周年記念仙台大会実行委員会委員 a988年)
Canadian society for chemjcal Engineering canadian JOUI'nal of chanical Engineering
Reviewer a989年~1990年)
資源・索材学会束北支部企画委員長 a船0年~1992年)
化学工学会産業部門委貝会プロセスエンジニアリング特別委員会委員 d990年~199211、)
資源・素材学会地域の特性ことにテクトニックな1子性に適合した探査技谷ゞ,力針の剛発に
開する研究委員会委員(1990年~1993年)
資源・素材学会金属鉱業への微生物機能の活用に関する研究委員会委員長(1991年~19兜年)
化学工学会教育部門委員会委員(1991年~1997年)
資源・桑材学会秋季大会実行委員会副委員長 a991年)
資源・粂材学会訊晞義員 a992年~1998年)
会油技術恊会理lf(1992年~1994年)
資源・素材学会理串 a9船年~1994年)
資源・業材学会金属工業への微生物機能の島度利用に関する研究委員会委貝長 a99駒、~
1996年)
資源・素材学会鉱業技術を活用した地球に優しい環境沖化技術に関する訓査研究委員会
委員長(1994午~2002q二)
資源・業材学会理ヨi,束北支部長 a995年~1996年)
環境迂源工学会理事,評議員 a996年~2003年)
資源・索材学会資源・素材'96 (仙台)大会役員(1996年~199伊月
資源・素材学会次世代企1鴻1☆錬技術としての微牛物反応に関する羽査研究委員会委員長
a996q二~1999年)
資源・業材学会鉱業技引イを活用した地球に優しい環境浄化技術に関する捌杏研究委員会委
員長(1999年~2002午)
石油技術恊会編朱委員会副委員長(2000年~"詳■
??
環 嶢 贇 源 工 学 会 評 議 員 ( 2 0 0 3 耳 ・ ~ 現 存 )
東 北 十 壌 汚 染 研 究 会 会 長 ( 2 0 船 圷 ~ 現 在 )
資 i 原 ・ 黙 材 学 会 上 填 浄 化 部 門 委 n 会 委 員 長 ( 2 0 0 3 午 ~ 現 在 )
資 源 ・ 斗 誹 イ 学 会 ・ 上 壌 ・ 地 下 水 朽 染 と そ の 修 復 技 材 i に 関 す る 渕 査 研 究 委 員 会 委 貝 長 ( 2 0 0 5 H
~ 弓 詳 励
社 会 に お け る 活 動
新 エ ネ ル ギ ー 財 け 1  繼 所 U 杉 縛 予 測 技 術 , 凋 介 委 員 会 委 員 ( 1 9 8 3 年 ~ 1 9 8 8 年 )
新 エ ネ ル ギ ー 産 業 技 術 総 合 開 発 機 構 地 熱 貯 韶 畑 評 価 千 法 開 発 妥 U 会 委 員  a 9 8 8 圷 ~ 1 9 9 4
年 )
H 本 学 術 会 議 贇 源 川 1 兆 工 学 研 究 迎 絡 委 員 会 委 員 , 幹 、 打 ( 第 1 4 娚 ) ( 1 9 8 8 午 ~ 1 9 9 μ W
宮 城 県 公 害 餅 汽 会 爰 員 ( 1 9 8 9 年 ~ 2 0 0 1 午 )
」 1 業 技 〒 1 4 洗 公 冉 資 源 研 究 所 流 動 研 究 n  ( 1 9 9 1 年 ~ 1 9 9 リ 干 )
口 水 学 中 1 、 1 会 議 贇 源 別 発 工 学 ' 研 究 述 絡 爰 員 会 委 員 ( 第 1 5 刈 D  ( 1 9 9 1 年 ~ 1 9 9 4 圷 )
新 エ ネ ル ギ ー 産 業 技 術 総 合 開 発 機 構 地 熱 開 発 促 逢 訓 杏 委 軸 会 委 員 ( 1 9 兜 卸 ~ 1 9 9 8 年 )
新 エ ネ ル ギ ー 産 業 技 引 " 怠 合 朋 発 機 榊 地 熱 贇 源 開 兆 資 金 偵 務 保 証 技 術 密 杏 委 員 会 委 員  a 9 船
q 、 ~ 1 9 9 9 午 )
新 エ ネ ル キ ー 産 業 技 術 総 介 騰 発 機 桝 地 熱 資 源 開 発 資 余 債 務 保 証 技 術 篤 杏 委 員 会 特 別 部 会 委
H  ( 1 9 船 仟 ~ 1 9 9 9 年 )
令 1 禹 鉱 業 * 業 団 鉱 客 防 止 技 術 開 発 委 員 会 専 門 部 会 ( バ イ オ 利 削 に よ る 坑 廃 水 処 理 研 究 恊 力
削 1 会 ) 委 員  a 船 4 年 ~ 1 9 四 年 )
金 1 再 鉱 業 ψ 業 知 鉱 害 防 止 技 引 . i 剛 允 委 員 会 専 門 部 会 ( 複 数 鉱 { 1 1 坑 廃 水 葉 小 管 理 部 会 ) 委 員
( 1 9 9 4 年 ~ 1 9 9 8 午 )
金 属 鉱 染 一 * 業 け 1  次 Ⅲ . 代 金 } 禹 資 源 生 兇 才 断 心 委 員 会 委 員 ( 1 9 9 5 年 ~ 1 9 9 7 年 )
新 エ ネ ル ギ ー 財 何 1  地 熱 発 電 所 地 域 原 熱 水 世 給 シ ス テ ム 実 施 嗣 査 委 n 会 委 貝 長 ( 1 9 9 6 年 ~
2 0 0 3 年 )
宮 幼 W ' 1 1 留 等 学 校 理 科 教 育 講 座 講 師  a 9 9 6 年 )
山 形 県 藏 王 鉱 山 鉱 害 防 止 検 肘 委 貝 会 委 員 ( 1 9 辨 圷 ~ 1 9 9 9 年 )
石 油 聞 発 環 境 安 全 セ ン タ ー 技 術 剛 元 プ ロ ジ 上 ク ト 評 価 委 員 会 委 貝 長 ( 1 9 9 8 年 ~ 2 0 0 リ 1 二 )
学 術 解 議 会 科 学 研 究 費 分 利 会 審 杏 第 ー イ 彬 会 分 科 細 日 改 正 検 付 委 員 会 工 学 ワ ー キ ン グ グ ル ー
プ 委 員 ( 2 0 0 0 午 ~ 2 0 0 0 年 )
宮 城 県 白 然 瑞 現 保 ? 審 議 会 委 H  ( 2 0 0 0 年 ~ 2 0 0 6 午 )
宮 城 県 内 然 現 " 尭 保 全 井 元 輪 会 i 品 泉 部 会 委 員 ( 2 0 0 0 年 ~ 2 0 0 6 イ 下 )
桐 島 り ル 試 験 研 究 評 仙 1 タ " 祁 ア ド バ イ ザ ー ( 2 0 0 2 年 ~ 2 0 0 4 年 )
' 宮 城 U , ! 環 境 符 議 会 委 員 ( 2 0 0 2 年 ~ 2 0 船 仟 )
宮 城 県 i 品 泉 恊 会 知 談 役 ( 2 0 備 午 ~ 現 在 )
日 木 学 術 会 議 エ ネ ル ギ ー ' 資 源 ] / 1 研 究 述 絡 委 員 会 地 球 ・ 資 源 シ ス テ ム エ 学 専 門 委 員 会 委
典 ( 2 0 0 3 1 1 二 ~ 2 0 0 5 午 )
仙 台 地 力 ' 1 上 判 所 専 門 委 員 ( 2 山 5 年 ~ 現 在 )
1.著書・編書(共著書等含む)
1.地球化学反応速度と移動現象
千田佶絲扇著)・岩崎浩・奥脇昭嗣・菊池賢'・鹿園値弘・澁江靖弘・士
屋範芳,1996年3月,コロナ社
2.微生物資源工学
千田佶俳編君ヲ・青木愛f ・浅井悟・榎本兵治・大木達也・大村直也.音村
圭・一郎・桑原孝夫・小西康裕・白鳥寿一・杉尾剛・田里朽玉男・恒川昌美・中
澤艇・広吉直樹・藤田 「才11 1996年9月,コロナ社、〒.,
業績目録
3.創造工学(執丁牙旦当部分:61~価ページ,「微生物で石油生産D
四ツ柳隆夫,千田佶ら.1998年4月,東北大学工学部
4. PI"oceedings onnternationalsymposium on MicrobialEnhanced 0Ⅱ Recove1γ
Tadashi chida, chel〕xie Hong and chihiro lnoue (editors), Aug.2000, Tohoku
Universiw
5.地下環境保全修復技術
千田佶硫厨舌)・井ヒ千弘・白鳥寿一・・熊本進誠・新堀雛一,2001年7月,
東北大学大学院工学研究利,地球工学専攻
旭硝子工業技術奨励会研究報告
只木禎力・千田佶・井出光夫,
「金属酸化物の還元に関する化学工学的研究」
1972年12月,財団法人旭硝子工業技術奨励会
1
6. Geoenvironlna〕talRanediation
Tadashi chida, Talくeshi Komai, Toshikazu shiralori, chihiro lnoue and
Y11id〕ib Niibori, Aug.2004, Graduate scho010f Eng., Toh01くU univerisity
フ.士壌汚染とその修復(東北大学大学院奨境利・学研究科/宮城県衆境衛生剖"カ
レント公開講座テキスト)
千田佶・井上千弘・白鳥寿一・須藤孝一・氏家國夫,20備年3jJ,東北大
学大学院環境科学研究利
8.資源業境地質学一地球史と環境汚染を読むー(執筆担当部分:第4章A節A5
項,バイオリーチング)
鹿園直建,ヰ・哩チ孝教,林謙一郎,千田佶ら,20船年7月,資源地質学会
Ⅱ 調査報告書(科研費報告書など)
1
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昭 和 6 0 年 度 利 ' 学 研 究 費 補 助 金 ( ・ 一 般 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 フ ロ ス 層 に
お け る 液 体 お よ び 固 体 の 挙 動 」
千 田 佶 , 1 9 8 6 年 3 月 , 東 北 大 学 工 学 部
昭 和 6 2 年 皮 科 . 学 研 究 費 補 助 金 ( 試 験 研 究 ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 適 応 制 御 に よ
る 浮 選 プ ロ セ ス の 制 御 」
千 田 佶 ・ 酒 井 昇 . ・ 新 堀 雛 一 , 1 9 器 年 3 貝 , 東 北 大 学 工 学 部
旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会 研 究 報 告 「 多 孔 質 体 に お け る 二 相 流 れ 一 水 ・ 水 蒸 気 流
れ に 及 ぼ す 相 変 化 の 影 紳 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 ・ ー , 1 9 8 8 午 1 1 月 , 財 団 法 人 旭 硝 子 工 業 技 術 奨 励 会
昭 和 6 3 年 度 科 学 研 究 費 補 助 釡 ( 一 般 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 帳 告 書 「 地 熱 水 の 見
掛 け 年 度 に 及 ぽ す 重 合 シ リ カ の 影 粋 ー ス ケ ー ル 成 因 に 関 す る 基 礎 的 研 究 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 , 1 9 8 9 年 3 月 , 東 北 大 学 工 学 部
資 源 開 発 関 連 学 科 実 態 調 査
石 井 吉 徳 , 千 田 佶 ら , 1 9 9 1 年 7 月 , 第 N 期 資 源 開 発 工 学 研 究 連 絡 委 員 会
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 報 告 「 令 属 鉱 業 へ の 微 生 物 機 能 の 活
用 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 9 1 年 1 1 月 . 日 本 鉱 業 振 興 会
次 世 代 化 学 プ ラ ン ト に 関 す る 調 査 研 究 ( 平 成 3 年 度 )
梅 田 富 雄 ・ 荒 井 康 全 ・ 高 松 武 一 郎 ・ 千 田 佶 ら , 1 9 兜 年 2 月 . 化 学 工 学 会 研
究 部 門 委 員 会 プ ロ セ ス エ ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会
平 成 3 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 一 般 研 究 ( C ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 酸 性 雨 P H 範
囲 に お け る 方 解 石 の 溶 解 に 関 す る 速 度 論 n 師 升 究 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 , 1 9 9 2 年 3 月 , 東 北 大 学 工 学 部
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 報 告 「 金 属 鉱 業 へ の 微 生 物 機 能 の 活
用 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 兜 年 Ⅱ 月 , 日 本 鉱 業 振 興 会
次 世 代 化 学 プ ラ ン ト に 関 す る 調 査 研 究 ( 平 成 4 年 度 )
梅 田 富 雄 ・ 千 田 佶 ら , 1 9 船 年 4 月 , 化 学 工 学 会 研 究 部 門 委 員 会 プ ロ セ ス エ
ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会
次 世 代 化 学 プ ラ ン ト に 関 す る 調 査 研 究 ( 平 成 5 年 度 )
梅 田 富 雄 ・ 高 松 武 一 ・ 郎 ・ 千 田 佶 ら , 1 9 9 4 年 4 月 . 化 学 工 学 会 研 究 部 門 委 員
会 プ ロ セ ス エ ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会
3
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13 日本鉱業振興会研究助成による研究成果報告「金屈鉱業への微生物機能の高
度利用に関する研究」
千田イ占,1994年11月,日本鉱業振興会
資源開発上学研究述絡委員会報告吐也球システムエ学の体系化に関する報告
一資源開発工学の面における展望(日本学術会議勧告声明朱第13集(平成3
年7月~ 6年7月), PI-19)
千田佶ら,1994年7月,日本学術会議
Ψ・成6年度科学研究費補助金(試験研究(BX2))研究成果報告書「鉄酸化細
菌の釿緬1性を利用した集積培養法の改善」
千田佶・井上千弘,1995年3月,東北大学大学院工学研究科
次世代化学プラントに関する調杏研究(平成6年度)
梅田富雄・高松武一郎・千田佶ら,1995年10月,化学工学会研究音刷円委員
会プロセスエンジニアリング特月姉牙究会
日本鉱業振興会研究助成による研究成果報告「金属鉱業への微生物機能の高
度利用に関する研究」
千田佶,1996年11月,日本鉱業振興会
平成8年度利'学研究費補助金(某盤研究(C)(2))研究成果帳告舌絵失酸化細
菌の生成物阻害報減に関する研究」
千田佶,1997年3月,東北大学大学院工学研究科
平成8年度委託研究成果報告書(石油公団)弗玖生物EOR技術に関する研究
一微生物圧入系の検討」
千田佶,1997年3月,東北大学大学院工学研究科
平成7年度提案公募型・最先端分野研究開発成果報告書「好酸性細菌に高い
能力を付与する造伝子の獲1昇」
千田佶・洪承燮・井上千弘・新堀雄一,1997年3 剣,東北大学大学院工
学研究利
日本鉱業振興会研究助成による研究成果報告「次世代金属精錬技術としての
微生物反応に関する研究」
下田佶,19釘年ⅡH,日本鉱業振興会
日本証券奨学財団研究調査助成成果(ホームページh札Pゾ/WWW.jssf.or.jp/
19辨年度)絵失粉を用いた有機塩素系化合物の分解に関する基礎研究」
千田佶,19釘年度,日本証券奨学財団
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平 成 9 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 国 際 学 術 研 究 ( 共 同 研 究 ) ) 研 究 成 果 報 告 書
「 微 生 物 を 利 用 し た 石 油 の 増 回 収 に 関 す る 共 同 研 究 」
千 田 佶 ・ 榎 本 兵 治 ・ 井 上 千 弘 ・ 木 下 腔 ・ 須 鷹 孝 一 ・ 劉 躍 宗 ・ 周 受
超 ・ 洪 承 燮 ・ 季 華 生 ・ 梁 春 秀 ・ 崔 吉 , 1 9 9 8 年 3  打 , 東 北 大 学 大 学 院 工
学 研 究 利
平 成 9 年 度 民 間 と の 共 同 研 究 報 告 書 「 鉄 粉 に よ る 有 機 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 の 嫌 気
的 分 解 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 ・ ・ ・ 白 鳥 寿 一 ・ 伊 藤 裕 行 、  1 9 9 8 年 3 月 . 東 北 大
学 大 学 院 工 学 研 究 利
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 蝦 告 「 次 世 代 金 属 粘 錬 技 術 と し て の
微 生 物 反 応 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 9 8 年 Ⅱ 月 , 日 本 鉱 業 振 興 会
平 成 1 0 年 度 科 学 研 究 讐 補 助 金 ( 某 盤 研 究 恨 X 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 石 油 増 回
収 の た め の 油 層 内 微 生 物 増 殖 法 の 確 立 」
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 ・ 須 藤 孝 一 , 1 9 9 9 午 3 月 , 東 北 大 学 大 学 院 、 C 学 研 究 利
平 成 1 0 年 度 民 問 と の 共 同 研 究 報 告 書 「 鉄 粉 に よ る 有 機 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 の 嫌 気
的 分 解 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 一 ・ ・ 白 鳥 寿 一 ・ 伊 藤 裕 行 , 1 9 9 9 年 3 月 , 東 北 大
学 大 学 院 工 学 研 究 科
日 本 鉱 業 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 帳 告 「 次 世 代 金 属 精 錬 技 術 と し て の
微 生 物 反 応 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 1 9 9 9 年 U 月 . 日 本 鉱 業 振 興 会
平 成 1 3 年 度 地 域 ニ ン ソ ー シ ャ ム 研 究 開 発 事 業 成 果 報 告 書 「 複 合 微 生 物 活 用 型
士 壌 ・ 地 下 水 汚 染 高 効 率 浄 化 技 術 の 開 発 」
駒 井 武 ・ 横 堀 加 奈 里 ・ 川 辺 能 成 ・ 鴻 野 乳 一 ・ 千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 ・ ・
高 橋 清 二 ・ 猪 狩 正 利 ・ 原 口 真 ・ 前 沢 重 成 , 2 0 0 3 年 3 月 , 産 業 技 袮 絲 怠 合 研 究 所
日 本 鉱 樂 振 興 会 研 究 助 成 に よ る 研 究 成 果 報 告 吻 厶 業 技 術 を 活 用 し た 地 球 に 優
し い 環 境 浄 化 技 術 に 関 す る 研 究 」
千 田 佶 , 2 0 0 0 年 1 1 月 , 日 本 鉱 業 振 興 会
平 成 1 2 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 基 盤 研 究 田 ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書 「 微 生 物 を
利 用 し た 石 油 の 増 回 収 に 関 す る 共 同 研 究 」
2 4
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2 8
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3 0
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2 0 0 1 年 3 月 , 束 北 大 学 工 学 研 究 科
千 田
キ 易 延
興 忠崔 吉
国 ・ 周 受 超 ・ 王 永 春 ・ 季 華 生 ・ 梁
洪 承 燮
?
? ?
? ?
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?
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32 平成12年度科・学研究費補助金(基盤研究(BX2))研究成果報告書「油層内に
おける微生物挙動解析手法の硫立」
千田佶・井上千弘・須藤孝一・野村聡,2001年3月,東北大学大学院工
学研究科
2000年度「環境靭究助成」研究概要(住友財団年次報告書)「鉄粉による有機
塩素系溶剤汚染の地冏内浄化」
千田佶ら,2001午6月,住友弼団
日本鉱業振興会研究助成による研究成果報告「鉱業技術を活用した地球に優
しい環境浄化技術に関する研究」
千田佶,2001年H月,日本鉱業振興会
半成13年度科学研究費補助金(基盤研究(BX2))研究成果帳告書「高能力鉄
酸化細菌の分子育種に関する研究」
井上千弘・千田佶●動築孝一,2002年3月,東北大学大学院工学研究利・
日本鉱業振興会研究助成による研究成果報告「鉱業技術を活用した地球に優
しい環境浄化技術に関する研究」
千田佶,2002年Ⅱ月,日本鉱業振興会
平成N年度地熱発電所地域原熱水供給システム実証開査総括報告書俳暹済産
業省委託調査)
千田佶・中澤廣・清水健司・横山拓史・北古賀功・廣渡不畍渚,2003年3月,
則団法人新エネルギー財団
平成13年度一平成15年度利,学研究費補助金(基盤研究田)(2))研究成果報告
「硫黄酸化細菌抑制による地熱発電所冷却水系統の運転安定化」書
井ヒ千弘・千田佶・須藤孝一・矢野篤男,2004午3月,東北大学大学院環
境利・学研究利
平成N年度一平成16年度科学研究費補助金(某盤研究(AX2))研究成果張告
書「ハイブリッドカ式による有機塩素系汚染士壌の原位過浄化」
千田佶・井上千弘・新堀雄一・須膝孝・・・,2005年3月.東北大学大学院工
学研究科
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Ⅲ.研究論文(単独執筆・共同執筆)
1.水素ガスによる酸化第一銅の還元について
千田佶・只木禎力・前田四郎,化学工学, V0135, NO.4,449-454,(1971)
39
62
水 素 ガ ス に よ る へ マ タ イ ト 粉 砕 粒 子 の 還 元 反 応 に っ い て 一 水 蒸 気 分 圧 の 影 粋 一
千 田 佶 ・ 井 出 光 夫 ・ 只 木 槙 力 ・ 前 田 四 郎 , 化 学 上 学 ,  V 0 1 3 6 ,  N O . 8 , 8 9 6 ・
9 船 , ( 1 9 7 2 )
水 素 ガ ス に よ る へ マ タ イ ト の 還 元 反 応 速 度 に 及 ぼ す 焼 成 の 影 響
下 田 佶 . 只 木 禎 力 ・ 前 田 四 郎 , 化 学 工 学 .  V 0 1 3 6 .  N O . 9 , 1 0 3 1 - 1 0 3 3  a 9 7 2 )
R e d u c t i o n  o f  即 ' o u n d  h e m a l i t e  w i t h  h y d r o g e n  g a s :  E 仟 e c t s  o f  p a l ' t i d e  p r e s s u r e
O f w a t e r
T . c h i d a ,  M . 1 d e , T . T a d a l d  a n d  s . M a e d a , 1 n t e r n a t i o n a l  c h e m i c a l  E n g i n e e r i n g ,
V 0 1 1 3 ,  N O . 2 , 3 5 5 3 6 2  ( 1 9 7 3 )
水 素 ガ ス に よ る マ グ ネ タ イ ト の 還 元 反 応 に つ い て
千 田 佶 . 只 木 禎 力 ・ 前 田 四 郎 , 化 学 工 学 .  V 0 1 3 8 ,  N O . 8 , 駆 8 - 5 9 3  ( 1 9 7 4 )
水 素 ガ ス に よ る 多 孔 質 酸 化 鉄 の 還 元 反 応
下 田 佶 . 只 木 槙 力 , 化 学 1 学 .  V 0 1 . 3 8 、  N O . 1 0 、  7 5 8 - 7 5 9  ( 1 9 7 4 )
拡 散 力 程 式 の 差 分 形 に 関 す る 一 老 察
泊 M 各 信 次 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 . 化 学 工 学 論 文 朱 ,  V 0 1 . 2 ,  N O . 4 , 4 2 8 - 4 2 9 ,
a 9 7 6 )
I q n e t i c s  o f  H y d r o g e l 〕  R e d u d i o n  o f N i c k e l s u l n d e
T . c h i d a  a n d  J . D . F o r d ,  c a n a d i a n  J 0 山 ' n a l  o f  c h e m i c a l  E n g i n e e r l n g ,  V 0 1 . 5 5 ,
N O . 6 , 3 1 3 3 1 6  a 9 7 フ )
矩 形 ダ ク ト g X か ら の 物 質 移 動 に 及 ぼ す グ ラ ス ホ フ 数 の 影 料
米 本 年 邦 ・ 千 田 佶 ・ 高 橋 信 次 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 論 文 集 .  V 0 1 . 3 ,  N O . 5 ,
4 2 9 - 4 3 4  ( 1 9 7 フ )
M o d i f i e d  s l r u c t u r a l  M o d e l  f o r  s o l i d ・ c o n s u m i n g  R e a c t i o n  -  A  c a s e  o f  s l a b ・
I i l く e  T a b l e t  -
T . c h i d a  a n d  T . T a d a l d ,  J .  c h e m .  E n g .  J a p a n ,  V 0 1 . 1 1 ,  N O . 5 , 3 7 1 3 7 6  a 9 7 8 )
E 丘 e c t s  o f  G I ' a s h o f  n u m l 〕 e r  o n  t h e  r a l e  o f  l n a s S  1 1 ' a n s f e r  f r o m  1 1 〕 e  w a 1 1  0 f  a
r e c t a n g u l a r  d u c t
T . Y o n e m o t o , T 、 c h l d a , S . T a k a h a s h i  a n d  T . T a d a l d , 1 n t e r n a l i o n a l  c h e l n i c a l
E n g i n e e r i n g ,  V 0 1 . 1 9 ,  N O . 1 , 1 5 9 - 1 6 5  ( 1 9 7 9 )
撹 枠 液 自 由 表 面 か ら の ガ ス 吸 収 一 過 渡 状 態 を 者 慮 し た 表 面 更 新 説 に よ る 解 析 一
山 田 一 二 三 ・ 千 田 佶 ・ 高 橋 信 次 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 論 文 集 ,  V 0 1 . 5 ,  N O . 1 ,
フ - 1 1  ( 1 9 7 9 )
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13 Math臼naticalAnalysis ofKinetics ofsolid・consuming Readion
T.chida and T.TadaldJ. chem. Eng. Japan, VO].12, N03,220-224 a979)
上iquid phase velocity in A 5.5M Diameter Bubble column
E.Kojima, H.ueno, Ysato, T.chida, H.1mai, K.Endo,1.1noue, J.Kobayashi,
H.Kaji, H.Nalくanishi and K.Yamalnoto, J. chem. Eng. Japan, V01.13, NO.1,16-21
a98の
Solid concentration Dependence of Reaction Rate for volume Reaclion Model
in Fluidsolid Reactions
T.chida and T.Tadaki, J. chem. Eng. Japan, V0113, NO.5,410-411 a98の
非触媒気固系反応で用いられる種々の速度表現式の比較
千田佶・只木禎力,化学工学論文集, V01.6, NO.6,4鮖・500 (1980)
亜硫酸アンモニウム水溶液によるマンガンのジュ・ルの浸出反応および速度
千田佶・奥1協昭嗣,日本化学会i志, V01.1980, NO.8,1230-1242 (1980)
気休固体反応における有効拡散係数の近似評価
千田佶・只木枝力,化学工学論文集, V01.フ, NO.2,203-206 (1981)
水素と一酸化炭素の混合ガスによる金属酸化物の還元反応の近似解析
千田估・酒井昇・只木禎力,鉄と鋼, V01.67, NO.9.79-84 (1981)
E丘ed ofsintering on t11e Reaction Rale ln a Gas・solid Reaction systeln
Nsakai, T.chida and T.Tadald, J. chen〕. Eng. Japan, V01.14, NO.6,450-455
a98D
Ihe Reaction order ofs0Ⅱd concenlralion forvolume Reaction Model
Nsakai,1.chida and T.Tadaki, J. chem. Eng. Japan, V01.15, N03,235-237
a982)
Comparison ofrate expressions for noncatalytic, gas'solid reactions
1.chida and T.Tadaki,1nternational chanical Engineering, V01.22, N03,503・
510 a982)
多成分同時浸出の速度論的解析
千田佶・酒井昇、・只木禎力・下飯坂i閏_',日本鉱業会誌, V01.99, NO.2,
123-126 (1983)
ネットワークモデルによる孑U壊構造と浸透率の相関関係の解析
千田佶・田中正三,石油技1ホj恊会誌, V01.48, NO.6,439-4"(1983)
14
15
16
17
18
19
20
7
21
22
23
24
82 5
水 素 と ・ 一 酸 イ 山 炭 素 の 混 合 ガ ス に よ る 金 属 酸 化 物 の 還 元 に 及 ぼ す 水 件 ガ ス 変 性
反 応 の 影 粋
下 田 佶 . 鉄 と 鋼 .  V 0 1 , 6 9 ,  N O . 1 6 , 2 0 8 4 - 2 0 8 6  ( 1 9 8 3 )
二 次 元 お よ び 三 次 元 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ る 岩 石 の 孔 隙 椎 造 の 表 現 と 孔 隙
分 布 の 推 算
千 田 佶 ・ 酒 井 昇 ' ・ 只 木 禎 力 ・ 下 飯 坂 潤 三 . 臼 本 鉱 業 会 誌 ,  V 0 1 . 1 0 0 ,  N O . 2 .
6 1 - 6 6  ( 1 9 8 4 )
マ ン ガ ン ノ ジ ュ ー ル の 塩 酸 浸 出 反 応 速 度
酒 井 昇 ・ 庄 司 弥 生 ・ 浅 田 達 夫 ・ 千 田 估 ・ 下 飯 坂 潤 三 、 資 源 と 素 材 ,
V 0 1 . 1 0 0 .  N O . 2 . 9 1 - 9 6  a 9 8 4 )
多 孔 質 体 内 の 毛 細 管 力 に よ る 液 休 浸 出 挙 動 の 基 礎 的 研 究 一 三 次 元 ネ ッ ト ワ ー
ク モ デ ル に よ る 解 析 一
千 田 佶 ・ 酒 井 昇 ・ 田 中 正 三 , 石 浜 ] 技 術 協 会 誌 ,  V 0 1 . 4 9 ,  N O . 4 , 2 0 7 - 2 1 1
( 1 9 8 4 )
地 熱 貯 留 層 内 の 流 れ 及 び 伝 熱 に 及 ぼ す 浸 透 率 分 布 の 影 欝
辛 斤 堀 雄 ・ ・ ・ ・ 千 田 佶 ・ 田 中 正 三 , 日 本 地 熱 学 会 誌 ,  V 0 1 . 6 ,  N O . 4 . 2 6 3 - 2 7 フ
( 1 9 8 4 )
ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ る 浸 透 率 の 推 算 値 と 実 測 値 の 比 岐
千 田 佶 ・ 田 中 正 三 . 石 油 技 術 ! 窃 会 誌 ,  V 0 1 . 5 0 ,  N O . 2 , 1 0 9 - 1 1 3 ( 1 9 8 5 )
三 次 元 ネ ッ ト ワ ー ク モ デ ル に よ る 孔 隙 構 造 の 表 現 な ら び に 浸 透 率 の 評 価
千 田 佶 ・ 田 中 桂 ・ 田 中 正 三 , 石 油 技 術 協 会 ; 志 ,  V 0 1 . 5 0 ,  N O . 3 , 1 7 9 - 1 8 4
( 1 9 8 5 )
K i n e t l c s  o f  c a r b o n  D e p o s i t i o n  o n  N i c k e l  M e t a l  b y  D e c o l n p o s i l i o n  o f  c a r b o n
M o n o x i d e
N . s a l く a i ,  T . c h i d a ,  T . T a d a l く i  a n d  ] s h i m o i i z a k a ,  J .  c h e m .  E n g .  J a p a n ,  V 0 1 . 1 8 ,
N 0 3 , 1 9 9 - 2 0 4  a 9 8 5 )
N n e Ⅱ C s  o f M a n g a n e s e  N o d u l e s  R a c h i n g w i t h  H y d r o c h l o r i c A c i d
N s a k a i , T . c h i d a  a n d  J s h i m o i i z a k a , M a t a 1 1 U r g i c a l  R e v i e w  o f  M M I J ,  V 0 1 . 2 ,  N 0 2 ,
5 2 - 6 3  a 9 8 5 )
み か け の 浸 透 率 の 算 定 法 及 び そ の 地 熱 貯 留 層 モ デ ル へ の 適 用
新 堀 雄 ・ ・ ・ 千 田 佶 ・ 田 中 正 三 , 日 本 地 熱 学 会 1 志 ,  V 0 1 ' フ ,  N O . 4 , 3 4 5 3 5 8
( 1 9 8 5 )
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35 乳化型液体膜による銅イオンの抽出速度
酒井昇・千田佶・下飯坂潤上三.資源と素材, V01.102, NO.2,97-101
(1986)
放熱を作う透水性表面の境界条件に関する提案・その岳拶社也ド熱構造モデルヘ
の適用
千田佶・新堀雄一,日本地熱町を会誌, V01.8、 NO.3,243-259(1986)
地熱貯留層におけるトレーサー応答に及ぼす伝熱の影粋・ーその延!論的吉察
新堀ι荘一・・村1嶋延寿・千田佶・田中正三,日本地熱学会結, V01.8, NO.3,
261-276a986)
火攻法に関する基礎的研究(第2帳)一原油の燃焼速度並びに原油の多成分性
に関するパラメーターの測定一
榎本兵治・洪承燮・田中正三・千仕1 估,そi油技術恊会誌, V01.51, NO.5,
377385 (1986)
火攻法に関する基礎的研究(第3卓脚一改良4相7成分モデルの開発一
榎本兵治寸共承燮・田中正三・千田佶,石油技術恊会誌, V01.52, NO.1,
12.21 (1987)
第二鉄イオンによる黄鉄鉱の溶解速度
酒井昇・石先千春・千田佶.下飯坂潤三,資源と業材, V01.103, NO.6,
395-40o a987)
才ーソトワークモデルによる相刈浸透率の計算
千田佶,石油技術1窃会誌、 V01.52, NO.4,301306(1987)
三の染桜培養菌による栄養塩無添加での浸出実験^ー^,
鴻巣彬・千田佶・白,1忌寿一・井上千弘・平島孝人・鈴木光郎・下飯坂潤
資源と素材, V01.103, NO.9.571-576(1987)三
火攻法に関する基礎的俳究(第4*脚一火攻法実験並びにその結果とシミュレー
ション結果との比鞁一
榎本兵治・洪承燮・田中正三・千田佶, fi油技術恊公誌, V01.52, NO.5,
381.391 (1987)
E丘ects ofphase・change on water・steam Flow lhrough a porous Medium
Y.NⅡbori,Y.ogiwara and T.C11ida, Journal ofthe Geolhen〕〕al Research society
Of、1apan, V01.9, NO.4,271-283 a987)
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多 孔 質 ニ ッ ケ ル ペ レ ッ ト 内 に お け る 一 酸 化 炭 素 か ら の 炭 素 析 出 反 応 に つ い て
酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 オ く 禎 力 , 化 学 下 学 論 文 集 .  V 0 1 . 1 3 、  N O . 6 , 8 1 8 - 8 2 4
a 9 8 7 )
第 _ 二 鉄 イ オ ン に よ る 黄 鉄 鉱 の 溶 解 速 度 に 及 ぼ す 溶 存 酸 素 の 影 饗
酒 井 昇 ・ 池 田 雅 大 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 、 資 源 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 0 4 ,  N O . 5 ,
3 船 、 3 0 7  ( 1 9 8 8 )
炭 素 析 出 を 伴 う C 0 ガ ス に よ る 酸 化 ニ ッ ケ ル の 還 元 反 応 に つ い て
酒 井 昇 . ・ 千 剛 佶 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 下 学 論 文 集 .  V 0 1 . 1 4 ,  N O . 3 , 3 6 8 3 7 3
( 1 9 8 8 )
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 1 〒 脚 一 基 準 と し た 状 態 に お け る シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 結 果 と 火 功 法 の 排 油 挙 動 に つ い て ー
榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 田 中 正 三 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 1 . 5 3 ,  N O . 3 .
2 3 0 - 2 3 5  ( 1 9 8 8 )
三 の 集 積 培 養 菌 に よ る 銅 粘 鉱 か ら の 黄 銅 鉱 ま た は 黄 鉄 鉱 の 選 択 的 浸 出 実 験^ 闇
鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 ・ 酒 井 昇 ・ 白 鳥 契 子 ・ ・ ・ 井 _ ヒ 千 弘 ・ 下 飯 坂 潤 三 . 資 源 と
系 材 ,  V 0 1 . 1 0 4 ,  N O . 1 1 , 7 8 9 - 7 9 4  ( 1 9 8 8 )
多 孔 質 ニ ッ ケ ル ペ レ ッ ト 内 に お け る H 2 ・ C 0 混 合 ガ ス か ら の 炭 素 析 出 反 応 に つ
い て
酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 , 化 学 工 学 i 兪 文 集 .  V 0 1 . 1 4 .  N O . 5 , 6 3 7 - 6 4 4
( 1 9 8 8 )
E f f e c t s  o f H e a 1 1 r a n s f e r  o n  w a t e r ・ s t e a m  F l o w  t h r o u g h  a  p 0 1 ' O U S  M e ( 1 i u m
Y . N i i b o r i  a n d  T . c h i d a ,  p r o c e e d i n g s  o f  l n t 剖 ' n a l i o n a l  s y m p o s i 山 n  o n
G e o l h e n n a l E n e r g y , 1 9 8 8 , 5 7 2 - 5 7 5  a 9 8 8 )
R e d u c t i o n  o f N i c k e l o x i d e  p e Ⅱ e t  b y  a  H 2 ・ C O  M i X 加 r e  A c c o m p a n i e d  b y  c a r b o n
D e p o s i l i o n
N o b 0 地  S A I く A I , T a d a s h i  c H I D A  a n d  T e i r i k i  T A D A K I ,  J .  c h e m .  E n g .  J a p a n ,
V 0 1 . 2 2 ,  N O . 2 , 1 4 3 - 1 4 9  ( 1 9 8 9 )
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 ( 第 2 幸 田 一 初 期 の 水 飽 和 率 , 絶 対 浸 透 率 ,
孔 隙 率 並 び に 油 層 厚 さ の 影 料 に つ い て ー
榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 田 中 正 三 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 1 . 5 4 ,  N 0 3 ,
2 1 9 - 2 3 0  ( 1 9 8 9 )
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54 GraphitizaⅡon of carabonaceous Materialin sedimentaly and Metalnorphic
ROCIくS during Metamorphism
N01'iyosl]iTSUCHTYA and Tadasl〕i cHIDA, proc.1nta'na110nal sylnposiⅡm on
Water・Rocldnteraction,6,691-694 (1989)
火攻法のシミュレーション研究(第3+脚一残留油飽和率,原油の比重量並
びに空気圧入雄の影紳についてー・
榎本兵治・洪承燮・旺1中止三・千田佶,右油技術1窃会;', V01.54, NO.5,
350-358 (1989)
55
56 Eslimation o{ Apparent Relalive permeabilitics c0ⅡSidered Distribulion of
Sa1山'aⅡon
Yuidli NⅡBORl and Tadashi cHIDA, Journal of11〕e Geolhermal ResearC11
Sodety ouapan, V01.11, NO.4,251-268 a989)
AI)plicaⅡon ofBEM to underground lhermalstructure Analysis
Yuichi NnBORl and Tadasl〕i cHIDA, Distributed parametel' systems
ModelHng and simulation (proc.of lMACS/1FAc lnt.sympo.,,87), eds.,T
Futagami,S.G.Tzafeslas & Ysunahara,Norlh・
H011and,287-2船(1989)
堆科U涙界速度に関する一考察一沈降性スラリーの水平智門人]所甜1のスケール
アップに関する研究(第1帳)ー
野田佳六・崔玉1噸・益山忠・'所防弘・千田佶.資源と素材, V01.105,
NO.13,987-993(1989)
火攻法の適用性判定と挙列上武則について
榎本兵治・洪承燮・田中正、气・下田佶,右油技林村窃会i志, V01.融, NO.6,
491-495 a989)
地熱貯留層における熱源の大きさおよび位置のモデル依存性
判i堀雄一・山内朗・千田佶,日本地熱学会誌, V01.12, NO.2,145-157
(1990)
後退式火攻法に関する基礎的研究(第1゛脚一酸索供給速度の影粋
竹田止俊・榎本兵治・千田佶,右油技術協会誌・ V01.55, NO.5,315324
(1990)
後退式火攻法に関する基礎的研究(第2宰山一原油の比心,油飽和率,油層
圧力の影糾並びに反応機構について
竹'1Ⅱ正俊・榎本兵治・千田佶,石油技袮汁島会誌, V01.55, NO.5,325334
a99の
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石 炭 地 下 ガ ス 化 に よ る 水 素 製 造 に 関 す る 基 礎 研 究
沽 田 佳 美 ・ 上 屋 範 芳 ・ 榎 木 兵 治 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 索 材 学 会 i 志 .  V 0 1 . 1 0 6 ,
N O . 1 2 . 7 3 1 - 7 3 6 ( 1 9 9 0 )
後 退 式 地 下 燃 焼 採 油 法 の 採 収 率 改 善 の た め の 触 媒 利 用
竹 田 正 俊 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 素 材 4 勿 性 学 消 薪 志 ,  V 0 1 . 3 ,  N O . 2 . & 1 8 ( 1 四 0 )
断 製 型 地 熱 貯 留 層 に お け る ト レ ー サ ー 応 答 解 析
小 倉 π 零 明 ・ 辛 斤 1 屈 雄 一 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 誌 .  V 0 1 . 1 3 .  N O . 2 , 9 5 - 1 備
( 1 9 9 D
音 清 刷 津 致 " 1 い 岩 体 中 の グ ラ フ ァ イ ト の 成 因
士 屋 範 芳 ・ 鈴 木 舜 一 ・ 千 田 佶 , 岩 石 鉱 物 鉱 床 学 会 誌 ,  V 0 1 . 8 6 、  N O . 6 , 2 6 4 ・
2 7 2  ( 1 鱒 D
E 丘 e c t s  o f  H e a t  T 捻 n s f e r  o n  w a t e r ・ s t e a m  F I O W  A c c o m p a n i e d  b y  B 0 Ⅱ i n g  i n  a
P o r o u s  M e d i u m
Y u i c h i  N n B O R l  a n d  T a d a s h i  c H I D A ,  J o u r n a l  o f t h e  G e o t h e n n a l  R e s e m ' c h
S o c i e t y  o u a p a n ,  V 0 1 . 1 3 ,  N 0 3 , 1 5 7 - 1 6 6  a 9 9 D
硫 黄 酸 化 細 菌 と 原 生 動 物 と の 相 互 関 係 の ・ 一 吉 察 一 長 期 問 回 分 集 積 培 養 を 行 っ
た あ る 微 生 物 群 の 挙 動 一
須 藤 孝 一 ・ 新 堀 雄 一 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 , 資 源 と 素 材 .  V 0 1 . 1 0 7 ,  N O . 1 1 , 7 8 9 ・
7 9 4  ( 1 9 9 1 )
各 種 火 攻 法 の 特 徴 一 油 層 内 挙 動 と 採 収 率
榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 誌 .  V 0 1 . 5 6 ,  N O . 6 、  5 0 7 ・ 5 1 6 ( 1 9 9 1 )
ソ 述 材 バ ー ク の 有 効 利 用 を 目 的 と し た 活 性 炭 の 製 造
熊 本 進 誠 ・ 高 橋 芳 恵 ・ 小 松 和 史 ・ 野 田 良 男 ・ 石 橋 一 ・ ニ ・ 千 田 佶 , 資 源 と 素
材 ,  V 0 1 . 1 0 7 ,  N O . 1 3 , 9 8 3 - 9 8 7 ( 1 9 9 1 )
学 習 型 フ ァ ジ イ 制 御 シ ス テ ム に よ る P H 制 御
小 キ 木 雄 介 ・ 判 i 堀 雄 ・ ・ 一 千 田 佶 , 資 源 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 0 8 ,  N O . 1 , フ - 1 2 ( 1 9 9 2 )
塩 素 系 溶 剤 に 汚 染 さ れ た 士 壌 の 回 復 方 法
熊 本 進 誠 ・ 三 谷 孝 司 ・ 石 橋 ー ニ ・ 千 田 佶 , 北 海 道 応 用 地 学 合 同 研 究 会 論 文
集 ,  V 0 1 3 , 3 2 3 7 ( 1 9 9 2 )
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73 石油の増回収を目的とした炭化水素利用菌の集枝培養に関する研究(第1報)
一炭化水素利用菌の探索と代謝機能によるスクリーニング
木下睦・榎本兵治・鴻巣彬・千田佶,石油技術1窃会誌 V01.57, N02,
125-132 a992)
右油の増回収を目的とした炭化水素利用菌の集様培養に関する研究(第2帳)
一単籬菌に対する金屈イオンの影粋
木、F 睦・榎本兵治・鴻巣彬・千田佶,石油技術協会誌, V01.57, NO.2,
133-141 (1992)
Fundamenta] study on Tracer Response Analysis for walersteam FIOW
Accolnpanied by Boiling iⅡ a porous Medium
Yuichi NnBORI, Akira KOUNosu and Tadashi cHIDA, JOUI'nι11 0f lhe
Geothem〕al Research society ofJapan, V01.14, NO.2,129-144 (1992)
弱酸性域における方解石の溶解速虔
渋谷健・新堀挑一・士屋範芳・千田佶,資源地貿学会誌. V01.42, NO.4.
241-247 (1992)
地熱貯留層内水・水蒸気流れのモデル化に関する確率論的考察
棄形屈雄一・千田佶,シミュレーションテクノロジーコンファレンス論文集,
V01.11,2730(1992)
Rate Expression of change in vitrinite Reaectance during carbonization
Noriyosl〕i TSUCI]iya, Hirohisa Kajiyama and Tadashi chida, proceedings of
29th lnternational Ge010gical congl'ess,822 (1992)
平均飽和率と相対浸透率との相関式に関する・一芳察
新堀雉一・千田佶,日本地熱学会誌, V01.N, NO.4,323339(1992)
抽層浸透性の温度依存性と火攻法の排油機構に関する研究
洪承燮・榎本兵治・千田佶.案材4勿性学雑誌, V01.5, N02,51.58(1992)
PH・controlby sel{・organizlng Fuzzy controlsystem
Y.NⅡbori,Y.Kobayashi and T.chida, MetaⅡUrgical Review of MMU, V01.9,
NO.2,1834 a992)
Increase of oilRecovely by Modi丘ed ln・situ combustion Methods
H.Enolnoto and T.chida,1ntel'nationa] Journal of Material Engineering and
Resources, specia11Ssue oHCMR'91, V01.1, NO.166-74 (199D
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多 孔 質 体 内 水 一 水 蒸 気 三 キ 瞬 充 に お け る 物 質 移 動 の モ デ ル 化
新 堀 雄 一 . 千 田 佶 . シ ミ ュ レ ー シ ョ ン テ ク ノ ロ ジ ー コ ン フ ァ レ ン ス 論 文 集 ,
V 0 1 . 1 2 . 9 5 - 9 8 a 9 9 3 )
P r o d u c t i o n  o f A d i v a t e d  c a r b o n  f o r  u t i l i z a t i o n  o f B a r k  F r o m  u s s R w o o d
S h i n s e i  K u m a m o t o ,  K a s t u j i l s h i b a s h i  a n d  T a d a s h i  c h i d a ,  p r o c e e d i n g s  o f  t h e
3 r d  l u M R s  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  A d v a n c e d  M a t e r i a l s ,  K ・ 4 7  a 9 9 3 )
リ ン 酸 を 1 舌 性 化 剤 と す る バ ー ク か ら の 1 舌 性 炭
熊 本 進 誠 ・ 高 橋 芳 恵 ・ 石 橋 ・ ー ニ ・ 千 田 佶 . 資 1 原 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 0 9 ,  N O . H ,
9 0 3 - 9 0 8  ( 1 9 9 3 )
A  M o d e l  o f  L o c a l  D i s t r i b u t i o n  o f  s a t u r a t i o n  i n  a  F r a c t u r e d  上 a y e r ,  a n d  l t s
A I ) p l i c a t i o n
Y u i c h i  N 1 1 B O R l  a n d  T a d a s h i  c H I D A ,  p r o c e e d i n g s  o f  s l a n f o r d  G e o t h e r m a l
R e s e l T o i r  E n g i n e e r i n g w o r 1 鵜 h o p , 1 9 , 9 1 - 9 8  a 9 9 4 )
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 素 利 用 菌 の 集 祐 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 3 報 )
一 酢 母 エ キ ス 添 加 の 影 粋 一
木 下 睦 . 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 粧 1 技 術 恊 会 誌 ,  V 0 1 . 5 9 ,  N O . 2 , 1 7 4 - 1 7 9
( 1 9 9 4 )
石 油 の 増 回 収 を 目 的 と し た 炭 化 水 索 利 用 菌 の 集 積 培 養 に 関 す る 研 究 ( 第 4 張 )
- 2 F , N W 8 9 侃 菌 株 の 利 用 に 関 す る 研 究 ・
木 下 睦 ・ 榎 本 兵 治 ・ 下 田 佶 , 石 油 技 術 1 窃 会 誌 , 5 9 , 2 , 1 8 0 ・ 1 8 6 a 9 9 4 )
T h e  u s e  o f  s t a n d n r d  D e v i a l i o n  a n d  s k e w n e s s  f o r  E s t i m a t i n g  A p p a r e n t
P e n n e a b i l i t y  i n  a l w o ・ d i l n e n s i o n a l ,  H e t e r o g e n e o u s  M e d i u m
Y u i c h i  N n B O R l  a n d  T a d a s h l  c H I D A ,  T r a n s p o r t  i n  p o r o u s  M e d i a ,  V 0 1 . 1 5 ,
N O . 1 , 1 - 1 4  ( 1 9 9 4 )
熱 移 動 を 伴 う 垂 直 二 次 元 多 孔 質 体 に お け る ト レ ー サ ー 応 答 一 そ の 室 内 実 験 と
数 値 モ デ ル と の 比 峻
新 吋 泓 准 一 . 洪 承 燮 ・ 千 田 佶 , 地 下 水 学 会 誌 .  V 0 1 3 6 ,  N O . 2 , 1 2 3 - 1 3 2 ( 1 船 4 )
バ ー ク 廃 棄 物 か ら の 高 性 能 1 舌 性 炭 の 製 造
熊 本 進 誠 . 高 橋 芳 恵 ・ 山 田 勝 利 ・ 石 橋 ー ニ ・ 千 田 佶 , 資 源 と 索 材 ,  V 0 1 . 1 1 0 ,
N O . 6 , 4 4 9 - 4 5 4 ( 1 9 9 4 )
i 凧 式 製 錬 工 程 に お け る 微 生 物 的 鉄 酸 化 法 に 及 ぼ す 各 種 イ オ ン の 影 響
白 , 鳥 寿 一 . 孫 田 裕 美 ・ 千 田 佶 , 資 源 と 素 材 ,  V 0 1 . 1 1 0 ,  N O . 8 , 6 0 7 - 6 1 2 ( 1 鯛 4 )
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93 A Numerical Model of Mass Transfa'in water・steam Flow through a porous
Medium
Yuichi NnBORl and Tadashi cHIDA, Extended Abstracts of Third world
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シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 8 6 午  6 月 , 新 潟
火 攻 法 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 計 算 結 渠 に つ い て
榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 田 中 正 三 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 林 汁 弱 会 第 5 1 回 個 人 講 演
シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 8 6 午 6 月 , 新 潟
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54 H2・C0混合ガスによる酸化鉄の還元反応
酒井昇・千田佶・只木禎力,化学工学協会群馬大会,1986年7村.群馬
多孔質体巾における水一水蒸気流れに及ぼす相変化の影瓣
新堀雄一・荻原洋一・千田佶,日本地熱学会昭和61年度学術講演会,1986年
12月.箔水
モデル規範型適旛制御によるPH制御
士居述哉・千田佶, H本鉱業会昭和62年度春季大会,19釘年41ヨ,千葉
集枯培養菌による硫酸第一鉄酸化挙動の定・蹟的解析に関する穹察(第2帳)
渡辺学・鴻巣彬・千田佶,日本鉱業会昭和62年度春季人会,19釘年4月,
下菜
燃焼管における火攻法実験とシミュレーションの検証
榎本兵治・田巾正三・千田估・洪承燮、石油技林訓刷会第52回仏1人淋演・
シンポジウム.19釘年51],東京
Niぺレット内における H2・C0混合ガスからの炭素杤出反応
酒井昇・・千田佶・只木禎力,化学上学協会第20回秋季大会.19釘年10河,
姫路
Applicalion ofBEM to under即'ound lhennalstructure Analysis
Yuichi NⅡBORl and Tadashi cHIDA, Distribuled parameter systems
ModeⅡing and simulation (proc.onNIACS/1FAc lntsympo.,,87),1987年10月、
jム'nj
溶解性シリカ濃度の経時変化と炭素鋼へのシリカ付着に関する2,3の実験
今野貴洋・新堀雛一・千田佶,日本地熱学会昭和62午度学術講演会,19釘年
10月,盛岡
耐般性鉄酸化細菌の育成
飴多開・鴻巣彬・千田佶,日本鉱業会東北支部昭和62年度秋季大会,
19釘年10月,盛岡
沸騰を伴う浸透流における気体トレーサーの応答解析
新堀雄・・和嶋延寿・千田佶,日本鉱業会昭和63年度春季大会,19認年4月,
東京
地熱貯留層内の温度分布を用いた熱源の推定一そのアルゴリズムの開発
山内朗・判社屈雄・、・千田佶,資源・素材学会東北支部平成元午度秋季大
会 1988年10月,仙台
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鉄 酸 化 細 菌 に よ る  P H 1 以 、 F で の F e 2 ' の 酸 化
安 達 隆 夫 ・ 麓 多 聞 ・ 千 田 イ 古 ・ 鴻 巣 彬 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 元 年 度 春 季 大 会 ,
1 9 8 9 午  3  門 , 千 葉
堆 稙 限 界 速 度 に 関 す る ・ 一 穹 察 一 沈 降 性 ス ラ リ ー の 水 平 管 内 流 動 の ス ケ ー ル
ア ッ プ に 関 す る 研 究 ( 第 1 〒 脚
野 田 佳 六 ・ 崔 玉 順 ・ 千 田 佶 ・ 益 山 忠 ・ 高 橋 弘 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 元 年
度 春 季 大 会  1 9 8 9 / 4 / 1 千 葉
花 樹 岩 中 の 鉱 物 粒 界 お よ び 割 れ 日 の フ ラ ク タ ル
土 屋 範 芳 ・ 秋 葉 昌 孝 ・ 小 林 雄 介 ・ 下 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 乎 打 艾 元 年 度 春 季
大 会 . 1 9 8 9 年 4 , 千 柴
石 炭 地 ド ガ ス 化 に お け る 水 素 の 生 成
沽 田 佳 美 ・ 士 屋 範 芳 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 宗 材 学 会 平 成 元 年 度 春 季
大 会 , 1 9 8 9 午  4 月 , 千 葉
酸 素 を 用 い た 後 退 式 火 攻 法
竹 剛 正 俊 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 協 会 第 5 4 回 個 人 講 演 ・ シ ン ポ ジ ウ
ム , 1 9 8 9 午  6 月 . 千 葉
M E O R に 関 す る 基 礎 的 研 究 一 有 用 性 菌 の ス ク ー リ ン グ
木 下 腔 ・ 榎 本 兵 治 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 第 5 4 回 個 人 講 演
シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 8 9 午 6 月 , 千 葉
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X v a t e r 、 R o c k  l n t e r a c t i o n , 6 , 1 9 8 9 午  8 月 , U K ,  M a l v e m
多 孔 質 モ デ ル に よ る 熱 源 の 大 き さ お よ び 位 置 の 推 定
新 堀 雄 一 . 山 内 朗 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 元 午 度 学 林 元 蒜 演 会 , 1 9 8 9 年
1 0 月 , 東 京
鉄 酸 化 細 菌 に よ る 黄 鉄 鉱 の 酸 化 挙 動 に 及 ぼ す 前 培 養 の 影 料
陳 明 ・ 鴻 巣 彬 ・ 新 堀 雄 一 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 部 平 成 兀 年
度 秋 季 大 会 , 1 9 8 9 年 1 1 月 , 秋 田
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75 堆積限界速度および圧力損失に関する実験一沈降性スラリーの水平管内流動
のスケールアップに関する研究(第2報)
千田佶・崔玉順・益山忠・高橋引、.資源・素材学会平成2年度春季大
,Z、 1990年3月,東京J、',
鉄酸化細菌による黄鉄鉱の浸出挙動一珪藻士付着菌による検討
陳明・新堀雄・ー・鴻巣彬・千幽佶,資源・素材学会平成2年度春季大
1990年3月,東京ノ△、二ιζ,
ケロシン資化性菌の増殖に及ぼす金属イオンの影粋
木下睦・棲本兵治・鴻巣彬・下田佶.資源・斗井オ学会平成2年度春季
大会,1990年3月,東京
後退式火攻法の排油挙動について
佐緜芳明・竹田正俊・榎本兵治・千田佶.石油技術恊会第55回個人講担ト
シンポジウム,1990年6月,新潟
後退式火攻法の採集率向上のための触媒利用
佐藤芳明・竹囲正俊・榎本兵治・千田佶,石沽技術協会第55回個人講演
シンポジウム,1990年6月,新潟
MEORに関する基礎的研究一油層内での有用性菌の集桜に関する検討
木下睦・榎本兵治・鴻巣彬・千田佶,石油技術恊会第55回個人講演・
シンポジウム,1990年6月,新潟
断裂型地熱貯留層におけるトレーサー応答解析
小倉啓明・新堀雄一・千田估,日本地熱学会平成2年度学術i愉寅会,1990
年10月,仙台
非晶質シリカの溶解に関する 2,3の実験
國田正久・新堀雄一・鴻巣彬・千田佶,日本地熱学会、F成2年度学袮元荷
演会,1990年10月,仙台
CO・H2混合ガスからの金属鉄への繊瓢捌犬炭素の析出
高橋朋之・士屋範芳・酒井男・・千田佶,資源・素材学会東北支部平成2
年度秋季大会,1990年11月,盛岡,
中空糸における流動挙動
新堀雄{'・平島孝人・士屋範芳・鴻巣彬・千田佶,資源・系材学会平成
3年度春季大会,1991年3月,千葉
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8 5 バ ー ク か ら の 活 性 炭 製 造 に お け る り ん 酸 斌 活 法 の 検 討
熊 本 進 誠 . 石 橋 ー ニ ・ 鴻 巣 彬 ・ 下 Ⅷ 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 3 年 度 春 季
大 会 . 1 9 9 1 年 3 月 , 下 葉
摺 動 層 お よ び 堆 積 層 を 伴 う 流 水 に お け る 水 力 勾 配
崔 玉 順 . 益 山 忠 ・ 高 橋 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 3 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 1 午 3 月 、 千 菜
原 池 の 重 質 度 と 後 退 式 火 攻 法 の 適 用 性
佐 孫 芳 明 . 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 第 5 6 回 個 人 講 演 ・ シ ン ポ ジ ウ
ム . 1 9 9 1 年 5  f j , 千 葉
後 退 式 火 攻 法 に お け る 圧 入 酸 素 流 織 と 採 集 率 と の 関 係
佐 藤 芳 明 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 協 会 第 5 6 回 個 人 講 演 ・ シ ン ポ ジ ウ
ム . 1 9 9 1 年 5 月 , 千 葉
二 層 屯 裂 モ デ ル に よ る ト レ ー サ ー 応 答 解 析 一 二 つ の ピ ー ク を 持 っ 応 答 の 場 合
新 堀 雄 一 ・ . 小 倉 啓 明 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 3 年 度 学 術 講 演 会 , 1 9 9 1
午 1 0 月 , 束 京
硫 黄 酸 化 細 閑 と 原 生 動 物 と の 相 亙 関 係 の ・ 一 老 察 一 C U 力 を 添 加 し た 集 積 培 養 の
場 合
須 藤 孝 一 . 新 堀 雄 一 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 4 年 度 春 季
大 会 . 1 9 兜 年 3 月 , 東 京
バ ー ク を 原 料 と し た 活 性 炭 の 応 用
熊 本 進 誠 . 高 橋 芳 恵 ・ 石 橋 ・ ー ニ ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 4 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 2 午 3 月 , 東 京
ポ リ プ ロ ビ レ ン 製 中 空 糸 膜 に お け る 酸 素 の 物 質 移 動 速 度
島 仟 1  守 ・ 新 堀 雄 一 ・ ・ ・ 平 島 寺 ソ ＼ ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 索 材 学 会 平 成
4 午 度 春 季 大 会 , 1 9 兜 年 3 月 , 東 京
微 生 物 E O R を 目 的 と し た 嫌 気 性 菌 の 探 索 と 培 養
静 闇 智 博 . 米 林 英 治 ・ 榎 本 兵 治 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 協 会 第 5 7 回
個 人 講 演 ・ シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 兜 年 6 月 , 秋 田
微 生 物 E O R の 油 回 収 実 験
米 林 英 治 . 榎 本 兵 治 ・ 鴻 巣 彬 ・ 千 田 佶 ・ 代 市 喜 茂 , 石 油 技 術 協 会 第 5 7 回
個 人 i 識 寅 ・ シ ン ポ ジ ウ ム , 1 9 兜 年 6 月 , 秋 田
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95 火攻法におけるコークスの生成と油層内挙動
菅谷明博・佐藤芳明・榎本兵治・千田佶,石油技術恊会第57回個人講演・
シンポジウム,19兜年6月,秋山
Rate Expression of change in vitrinite Reflectance during carbonization
Noriyoshi TSUCI〕iya, Hirohisa Kajiyama and Tadasl]i chida,29th lntemational
Ge010gicalcongress,1992年9月, Kyoto
二層亀製モデルを用いたトレーサー応答解析による流路の同定
新堀雄一・千田佶,日本地熱学会平成3年度学術i冷寅会,1明2年10月,鹿児島
多層材料の熱拡散率評価に関する検討
西郷宣史・新堀雛一・千田佶,資源・素材学会東北支部平成4年度秋季大
19兜年11月,仙台Z、、ユ丈,
鉄酸化細菌による1;e2、の酸化に及ぽす珪藻士添加の影響
須藤孝一・安達隆夫・新堀雄一・鴻巣彬・千田佶,資源・素材学会平成
5年度春季大会,1993年3月,東京
ポリプロピレン製中空糸膜における気体の移動速度
島田守・新堀雄一・平島孝人・鴻巣彬・千田佶,資源・素材学会平成
5年度春季大会,1993年3月,東京
微生物EORの評価法に関する検討①ーバイアル瓶を用いた某礎培養一
森田真輔・米林英治・榎本兵治・千田佶・鴻巣彬・代市喜茂,石油技術
恊会第58回個人i揃寅・シンポジウム,1993年6月,千葉
微生物EORの評価法に関する検討(1)ーサンドパックを用いたフラッデイン
グ実験一
森田真補・米林英治寸共承燮・榎本兵治・千田佶・代市喜茂.石油技術
恊会第58回個人計哉寅・シンポジウム,19船午6打,千葉
Produdion ofAdivated carbon for utⅡIzalion ofBark From ussRwood
Shinsei Kumamoto, Kastujilshibashi and Tadashi chida,3rd luMRS
International conference onAdvanced Materials,1993年9月,Tokyo
硫酸ドデシルナトリウムを添加した場合の鉄基質集積培養菌の挙動
藤原晶・須藤孝一・ネ形屈雄一・千田佶,資源・素材学会東北支部平成5
年度秋季大会,1993年10月,秋田
飽和率の平均値と相対浸透率との相関式の提案
新堀雄一・千田佶,日本地熱学会平成4年度学術講演会.1993年12月,東京
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Y . N i i b 0 1 ' i  a n d  T . c h i d a ,  s t a 1 寸 o r d  u n i v .  G e o t h e r n 〕 a l  R e s e r v o l r  E n g i n e e r i n g
W o r k s h o p , 1 9 9 4 年 1 月 ,  c a l i f 0 1 ' n i a
鉄 酸 化 細 菌 の 硫 酸 ド デ シ ル ナ ト リ ウ ム に 対 す る 耐 竹
藤 原 品 ・ 須 膝 孝 一 ・ 新 堀 処 一 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 6 作 産 春 本
大 会 , 1 9 9 4 年 3  打 . 下 菜
ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 中 空 糸 膜 に お け る 混 合 気 体 の 移 動
米 j 唯 詞 一 ・ 島 田 守 ・ 新 堀 雄 一 ・ 平 島 孝 人 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 哘 戈
6 年 度 春 季 大 会 , 1 9 9 4 年 3 月 . 千 菜
微 乍 物 の 油 層 内 培 養 に お け る 温 度 ・ 圧 力 の 影 粋
森 田 真 輔 ・ 榎 木 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 千 田 佶 ・ 代 市 喜 茂 , 右 油 技 術 恊 会 平 成 6
年 度 春 季 講 演 会 . 1 9 9 4 年 6 月 , 長 岡
考 中 k 性 油 桝 に お け る 流 休 の m k m s C 叩 i C 羅 換 挙 動 に つ い て
洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 . 石 池 技 術 協 会 平 成 6 午 度 春 手 講 演 会 , 1 9 9 4 年
6 月 , 長 岡
石 灰 岩 油 屑 に お け る 火 攻 法 の 基 礎 研 究
渡 部 亭 才 丁 ・ 菅 谷 明 博 ・ 榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ ・ 下 田 估 ・ 代 市 喜 茂 . 石 油 技 術
恊 会 平 成 6 年 度 春 季 講 演 会 . 1 9 9 4 年 6 月 , 長 岡
火 攻 法 に お け る 油 の 改 質 と 流 動 性 に 関 す る 基 礎 研 究
渡 部 孝 行 一 營 谷 明 博 ・ 榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 ・ 千 田 佶 ・ 代 市 喜 茂 、 石 油 技 術
恊 会 平 成  6 午 度 存 季 講 演 会 , 1 9 9 4 午 、 6 月 , 長 岡
帯 水 層 へ の ト レ ー サ ー の 注 人 法 の 検 討
五 内 川 真 ・ 島 田 守 ・ 新 堀 雄 ・ ー ・ 洪 承 燮 ・ 千 田 佶 . 地  F 水 ・ 士 壌 汚 染 と
そ の 防 止 対 策 に 関 す る 研 究 集 会 論 文 集 . 1 9 叫 年 6 月 , 大 阪
A  N 1 1 m e r i c a l  M o d e l  o f  M a s s  T I ' a n s f e r  i n  w a t e r ・ s t e a m  F l o w  t h r o u g h  a  p o r o u s
M e 衝 U m
Y u i c h i N 1 1 B O R l a n d  T a d a s h i c H I D A ,  T h i r d  w o r l d  c o n g l ' e s s  o n  c o m p u l a t i o n a l
M e c h a n l c s , 1 9 9 4 年 8  j ] ,  C I 〕 i b a
複 雑 な 地 形 を 考 慮 し た 地 下 水 流 動 解 析
萩 原 進 ・ ・ ・ ・ 新 堀 雄 ・ ー ・ 、 下 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 6 年 度 学 袮 玲 補 寅 会 , 1 9 9 4 年
1 1 月 , つ く ば
1 0 7
1 0 8
1 0 9
1 1 0
1 1 1
1 1 2
1 1 3
Ⅱ 4
1 1 5
116鉄峻化細菌の酸化挙動に及ぽすFe3、イオンの影縛
小野田道広・須藤孝一・新堀雛一・千田佶,資源・案キ木学会平成7年度春
季大会,1995年3月,東京
Estimation of heat discharge rate at the penneable S山'face of a geothel'mal
rese1气10Ⅱ'
Y.NHbori and T.chida, world Geotl〕ennal congresS 1995,1995年5月,
Florence,11aly
火攻法におけるエマルジョン形成油とその排油挙動に関する基礎研究
波部争行・洪承燮・榎本兵治・千田佶,石油技術恊会平成7年度春季講
演会,1995年6月,千葉
微生物の高温・高圧油層内培養による石油の増進回収
木下睦・森田真輔・洪永燮・榎本兵治・千田佶.石油技術協会平成7
年度春季i術寅会,1995年6月.千集
FEM地ド水流動解析における自動要素分割の検討
山下宏・新堀雄一・千倒佶,日本地下水学会平成7年度春季大会.1995
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125
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120
121密度差を老慮した物質移動モデルによるトレーサー注入法の検討
楊延国・五内川真・新堀雛一・洪承燮・千田佶,日本地熱学会平成7
年度学術講演会,1995年10月,秋田
中空糸による会U木分離に関するー',三の検討
澤原大道・新堀雄一・・千田佶,資源・素材学会東北支部平成7年度秋季大
会 19鮖年10月,仙台
嫌気条件ドでの鉄酸化細菌の挙動
修原晶・井上下弘・下田佶,資源・素材学会平成8年度春季大会,1996
年3月,束京
硫黄基質集積培養における硫黄酸化細菌と菌類との相互関係
須藤孝一・井上千弘・千田佶,資源・素材学会平成8年度春季大会,1996
年3 門,東京
鉄酸化細菌の酸化挙動に及ぼす二酸化炭棄の影縛
山根均文・新堀雄一・井上千弘・千田佶,資源・案材学会平成8年度春季
大会,1996年3月,東京
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東京
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固 体 存 在 下 に お け る 鉄 酸 化 細 菌 の 酸 化 挙 動
川 辺 能 成 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 8 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 6 午  3 月 , 東 京
微 生 物 E O R の フ ィ ー ル ド テ ス ト の た め の 室 内 実 験
池 田 修 一 郎 ・  L i a n g c h u n  x i u  ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 ・ 米 林 英 治 , 石 油 技 術 協
会 平 成 8 年 度 春 季 講 演 会 , 1 9 9 6 年 6 月 , 秋 田
M E O R に お け る 栄 養 源 の 注 入 法 に つ い て の 検 討
来 耐 屈 雄 一 ・  Y a n  G U O  Y a n g  ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 協 会 平 成 8 年 度 春 季 講 演 会 ,
1 9 9 6 年 6 月 , 秋 田
A p p l i c a t i o n  o f M i c r o b a i l E n h a n c e d  o H  R e c o v a y  t o  w a t e d l o o d e d  R e s e N o i r
H i d e h a r u  Y o n e b a y a s h i ,  H e i j i  E n o m o t o ,  T a d a s h i  c h i d a ,  K a z u h i r o
F u j i n a w a , w o r k s h o p  o f l h e  l n t e r n a t i o n a l E n e r g y A g e n c y , 1 9 9 6 年 9 月 ,  s y d n e y
鉄 酸 化 細 菌 の 酸 化 挙 動 に 及 ぼ す 不 活 性 固 体 添 加 の 影 粋
川 辺 能 成 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 8 年 度 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊
会 合 同 秋 季 大 会 , 1 9 9 6 年 1 0 月 , 仙 台
M E O R に お け る 栄 養 塩 と バ ク テ リ ア の 移 動 現 象 に つ い て の 検 討
楊 延 国 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 8 午 度 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会
合 同 秋 季 大 会 , 1 9 9 6 年 1 0 月 , 仙 台
地 球 工 学 へ の 微 生 物 工 学 的 ア プ ロ ー チ
須 藤 孝 一 . 川 辺 能 成 ・ 楊 延 国 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 8 年 度 資 源 ・ 素
材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季 大 会 , 1 9 9 6 年 1 0 月 , 仙 台
不 飽 和 流 に お け る 拡 散 係 数 お よ び 物 質 移 動 速 度 の 評 価
芳 賀 大 輔 . 新 堀 雄 一 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 8 年 度 学 術 講 演 会 . 1 9 9 6
年 1 2 月 , 束 京
空 闇 的 な 浸 透 性 の 分 布 を 考 慮 し た 物 質 移 動 の 評 価
新 堀 雄 一 ・ 杤 山 修 ・ 千 田 佶 , 日 本 原 子 力 学 会 東 北 支 部 平 成 8 年 度 研 究 交
流 会 , 1 9 9 6 年 1 2 月 , 仙 台
地 下 お け る 浸 透 性 の は ' ら つ き と 物 質 移 動 と の 関 係
新 堀 雄 一 . 杤 山 修 ・ 千 田 佶 , 日 本 原 子 力 学 会 平 成 9 年 度 春 の 年 会 , 1 9 9 7 年
3 月 , 東 京
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136鉄酸化細菌を用いたりーチングにおける黄鉄鉱表面の変化
松本要,須藤孝一.井上千弘,千田佶,資源・素材学会平成9年度春季
大会,1997年3月,千葉
鉄酸化細菌の連続培養における高濃度二酸化炭素の影響
山根均文・須藤孝一・井上千弘・千田佶,資源・素材学会平成9年度春季
大会,1997年3月,千葉
CH4・H2混合ガスからの鉄表面への繊維状炭素の杤出
吉崎政幸・井上千弘・千田佶.資源・素材学会平成9年度春季大会,1997年
3月.千葉
MicrobialEnhanced 0Ⅱ Recover Field PⅡotin awateraooded ReseNoir
H.Yonebayashi, K. ono, H. Enolnoto, T. chida, C・X. Hong, K. Fujinawa, SPE
Asia padac 0Ⅱ and Gas conference,1997年4月, Kuala Lumpur, Malaysia
MEORに有用なポリマー生産菌に関する基礎的研究
菅井裕一・井上千弓ム・榎本兵治・崔吉・米林英治,石油技術協会平成9年τ」ゴ仁】
度春季講演会,1997年6月,千葉
MEORフラデイング室内実験における排油挙動に関する検討
崔吉・千田佶・榎本兵治・米林英治,石油技術協会平成9年度春季講演
ノ△、 1997年6月,千菓ユ丈,
多孔質体内の微生物の移動に及ぼすクロッグ現象の影縛
楊延国・新堀雄一・井上千弘・千田佶,石油技術協会平成9年度春季講
演会,1997年6月,千葉
Pro{ozoa in an Enrichment cult山'e ofsulfur・oxidazing Bacteria
Koichi suto, chihiro lnoue andTadashi chida,1BS97 / Biomine97,1997年8
月, sydney
集積培養において好酸性独立栄養細菌と共生する菌類
須藤孝一・横田救・井上千弘・千田佶,平成9年度日本生物工学会大会
1997年9月,束京
不飽和流における物質移動評価へのTFLモデルの適用
芳賀大輔・新堀雄一・千田佶,日本地熱学会平成9年度学術講演会,19辨年
10月,札幌
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ゼ オ ラ イ ト 含 有 モ ル タ ル 内 に お け る 水 蒸 気 の 移 動
須 藤 孝 一 . 三 品 和 彦 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北
支 部 平 成 9 年 度 秋 雫 大 会 , 1 9 9 7 年 1 0 月 , 秋 田
低 酸 素 分 圧 下 で 石 油 を 分 解 す る 微 生 物 の 探 索
山 本 裕 子 . 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 石 油 学 会 餅 兇 7 回 石 油 ・ 石 油 化 学 討 論 会 ,
1 9 9 7 年 1 1 月 , 岡 山
鉄 粉 に よ る 塩 素 系 有 機 化 合 物 汚 染 の 分 解 浄 化
伊 藤 裕 行 . 白 鳥 寿 一 ・ 三 ツ 谷 俊 介 ・ 下 田 佶 . 第 3 2 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ,
1 9 9 8 午  3 月 , 千 葉
鉄 粉 に よ る ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 分 解 条 件 の 検 討
三 ツ 谷 俊 介 ・ 伊 藤 裕 行 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 第 3 2 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ,
1 9 9 8 年 3 月 , 千 葉
高 P H 領 域 に お け る 非 晶 質 シ リ カ の 溶 解 速 度
新 堀 雄 一 . 國 田 正 久 ・ 杤 1 」 _ 1  修 ・ 千 田 佶 , 日 本 原 子 力 学 会 平 成 1 0 年 度 春 の
年 会 . 1 9 9 8 年 3 月 , 大 阪
k p t o s p i r i Ⅱ U m f e r r o o x i d a n S  に よ る 黄 鉄 鉱 の バ イ オ リ ー チ ン グ
松 本 要 . 須 藤 孝 ・ ー ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 0 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 8 年 3 月 , 東 京
塩 素 イ オ ン 存 在 下 に お い て 珪 藻 士 が 鉄 酸 化 細 菌 に 及 ぼ す 効 果
川 辺 能 成 . 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 0 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 8 年 3 月 , 東 京
メ タ ン ガ ス を 用 い た 鉄 表 面 へ の 気 相 成 長 炭 素 の 生 成 条 件
吉 崎 政 幸 . 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 0 午 度 春 季
大 会 , 1 9 9 8 年 3 月 , 東 京
E 丘 e d  o f  l n e r t  p a r t i c u l a t e  s o l i d s  o n  B i o c h e m i c a l  A c t i v i t y  o f  l r o n ・ o x i d i z i n g
B a d e r i a
Y o s h i s h i g e  K a w a b e ,  c h i h i r o  l n o u e  a n d T a d a s h i  c h i d a , 1 V  l n t e r n a t i o n a l
C o n f e r e n c e  o n  c l e a n  T e c h n 0 1 0 g i e s  f o r  t h e  M i n i n g  l n d u s t r y , 1 9 9 8 年 5 月 ,  s a n
T i a g o
M E O R に お け る 微 生 物 及 び 栄 養 堪 の 移 動 に 及 ぼ す 浸 透 率 分 布 の 影 鷲
暢 延 国 . 新 堀 雄 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 平 成 1 0 年 度 春 季 講
演 会 , 1 9 9 8 年 6 月 . 札 幌
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156微生物EORを目的とした炭化水楽資化性を有する通性嫌気性菌の基礎培養実
!強
中川由香・木下睦・洪承燮・榎本兵治・千田佶,石油技術協会平成10
年度春季講演会,1998年6月,札1瞬
高性能微生物の探索とポリマー生産菌の油増進回収効果実'験
菅井裕・・・池田修・一郎・洪承燮・榎本兵治・千田佶・米林英治,石油技
術恊会平成10年度春季講演会,1998年6月,札幌
鉄粉によるトリクロロエチレン分解反応
三ツ谷俊介・伊藤裕行・須藤孝一・井上千弘・千田佶,第6回地下水・士
壌汚染とその防止対策に関する研究集会,1998年9阿,東京
鉄粉による塩素系有機化合物汚染士壌の分解
伊藤裕行・友口勝・三ツ谷俊介・井上千弘・下田佶.第6回地下水・士
壌汚染とその防止刻策に関する研究集会,1998年9月,東京
集枝培養における鉄酸化細菌と菌類との相互関係
横田敦・須藤孝一・井上千弘・千田佶,平成10年度日本生物工学会大会
1998年9月.広島
気一液2相定常流における物質移動に及ぼす飽和率の微視的不均一性の影響
芳賀大輔・新堀雄一・千田佶,日本地熱学会平成10年度学犲砺苛演会,1998年
'ー'ーー^
10月,東泉
MEOR機能を有する有用微生物の油層内への圧入に向けた培養条件の確立
大塚牧子一藤原和弘・田中信治・米林英治・前角繁之・大野健二・千田
佶・洪承燮・榎本兵治,石沈学会第28回石油・石油化学討論会,
1998/1V17 仙台
微生物EORフィールドテストにおける PCR・RFLP法による微生物の挙弱所件斤
膝原和弘・田中信治・大塚牧子・米林英治・前角繁と・浅海博基・田U
充・張淑涛・大里列建二・千田佶・洪承燮・榎本兵治,石油学会第28回
石油・石油化学討論会 1998/1ν17仙台
ポリマー生産菌の油層内培養における機能性発現の効果
菅井裕・ー・洪承燮・千田佶・榎本兵治・大里刊建二,石油学会第28回石
油・石油化学討論会 1998/1V17 仙台
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微 生 物 E O R に お け る 地 下 環 境 へ の 適 用 を 吉 慮 し た 微 牛 物 競 合 性 試 験
浅 渉 " 専 基 ・ 前 角 繁 之 ・ 田 1 _ 1  充 ・ 張 淑 涛 ・ 大 野 健 一 . ・ j 藤 原 和 弘 ' 田 中 信 治 '
米 林 英 治 . 下 Ⅷ 佶 ・ 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 , 石 抽 学 会 第 2 8 回 石 油 ・ 石 油 化 学
討 諭 会  1 9 9 8 / 1 V 1 7  仙 台
F 玲 H 法 を 用 い た 油 層 圧 入 微 生 物 の 迅 速 な 挙 動 鯛 析 法 の 開 発
田 中 信 治 司 黍 原 和 弘 ・ 大 塚 牧 子 ・ 米 林 英 治 ・ 前 角 繁 之 ・ 浅 海 博 基 ' 田 口
充 . ヲ 尉 叔 涛 . 大 野 健 丁 二 ・ 千 田 佶 ・ 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 , 石 油 学 会 第 2 8 回 石
油 ・ 石 油 化 学 討 論 会  1 9 9 8 / 1 y 1 7  仙 台
鉄 粉 に よ る ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 分 解 生 成 物 の 評 価
三 ツ 谷 俊 介 ・ 伊 藤 裕 行 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 . 第 3 3 回 日 本 水 環 境 学 会 年 会 ,
1 9 9 9 年 3 月 , 仙 台
鉄 粉 に よ る 塩 索 系 有 機 化 合 物 汚 染 ナ 壌 の i n ・ s i t U 処 理 に 関 す る ア プ ロ ー チ
伊 藤 裕 行 . 友 口 勝 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 第 3 3 回 日 本 水 環 境 ¥ 会 年 会 .
1 9 9 9 年 3 月 , 仙 台
集 積 培 養 に お け る 鉄 酸 化 細 菌 と 菌 類 と の 共 生 関 係
横 田 敦 . 須 藤 孝 一 ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 業 材 学 会 平 成 Ⅱ 年 度 春 季
大 会 , 1 9 9 9 年 3 月 , 東 京
鉄 酸 化 細 菌 に 及 ぼ す 固 体 物 質 の 影 轡
川 辺 能 成 . 須 藤 孝 ・ ・ ' ・ 井  1 二 下 弘 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 秦 材 学 会 平 成 1 1 年 度 春 雫
大 会 , 1 9 9 9 年 3 月 , 東 京
L a b o r a t o r y  l n v e s t i g a l i o n  o f p o l y m e r  p r o d u c e r l u ・ 1 5 A M E O R F i e l d T e s t s
Y , s u g a i , A . N s h i t a , C 、 X . H o n g , H . E n o m o t o , T . c h i d a , S ・ C . z h o u ,  S P E  A s i a  p a c i f i c
O H  a n d  G a s  c o n f e r e n c e  a n d  E x h i b i l i o n , 1 9 9 9 年 4 月  J a k a 1 1 a
P H イ メ ー ジ ン グ に よ る プ ロ ト ン 拡 散 の 観 察
里 予 村 聡 , 中 尾 基 , 高 松 修 司 , 楊 延 国 , 井 上 下 弘 . 下 田 佶 , 第 印 回 分
析 化 学 討 論 会 , 1 9 9 9 午 5 月 . 弘 前
多 孔 質 体 内 に お け る バ ク テ リ ア 増 殖 挙 動 の 不 均 一 性
楊 延 国 . 新 堀 雄 ・ ・ ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 野 村 聡 . 石 油 技 袮 汁 窃 会 Ψ 成 Ⅱ
年 度 春 季 詠 打 寅 会 , 1 9 9 9 午 5 月 . 千 菜
ポ リ マ ー 牛 産 菌 を 用 い た M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト の た め の 油 層 内 培 養 に 関 す
る 研 究
菅 井 裕 一 . 木 下 睦 . 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 ・ 下 田 佶 ・ 前 角 繁 之 、 石 油 1 支 術
恊 会 春 季 講 演 会 , 1 9 9 9 年 5  門 , 千 葉
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175Ef[ed of Temperature on Microbial oxidation of Ferrous lon
Chihiro lnoue, Tadashi chi(1a and Toshikazu shiratorl, Global conference on
Environmental conれ'olin Mining and Meta11Urgy,1999年5月, Beijing, china
Modeling ofGroMh andTranspod ofBaderia in porous Media
Yan、GUO Yang, Yuichi N註bori, chihiro lnoue and Tadashi chida, Applicd
Modeling and silnulalion,1ASTED lnternational confa'ence, AMS'99,1999年
9 打, cairns, Australia
LeptospirⅡIumferrooxidanS によるt寺鉄鉱のバイオリーチング
八巻昌宏・須藤孝一・井上千弘・千田佶,平成11年度日本生物工学会入会,
1999年9月,大阪
もうひとつの鉄酸化細菌一Leplospir辺Umferrooxidans
八巻昌宏・須藤孝・'・井上千弘・千田佶.資源・素材学会東北支剖汗火季大
1999年11月,秋田ノ△、ユズ,
多孔質体内における微生物増殖に及ぼすフロック形成の影響
楊延匡]・新堀雄一・井上千弘・千田佶,石油学会第29回石油・右油化学
討論会,1999午11門,福岡
ネットワークモデルによる貯留層内の物質移動の評価
芳賀大輔・新堀雄・ー・千壮1 イ古,日本地熱学会学林希韓演会,1999年12打,福
岡
繰り返し風験装置を用いた地熱水中のシリカ除去開発
加藤耕・・一茂木克己・上田晃・芳賀大輔・千田佶,日本地熱学会学術講
演会,1999年12月,福岡
シリカ除去用繰り返し試験装置内のトレーサーによる流動伽オ斤
芳賀大輔・千田佶・加藤耕・ー・茂木克己・上田晃,日本地熱学会学術講
演会,1999年12月,福岡
鉄粉によるトリクロロエチレン分解経路の推定
井上千弘・伊藤裕行・千田佶,第34回日木水環境学会年会,2000年3月.
京都
鉄粉による有機塩素化合物汚染上壌の浄化事例
伊藤裕行・友口}1券・井上千弘・千田佶,第34回日本水環境学会年会,2000年
3月,京都
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1 8 5
珪 藻 士 存 在 下 に お け る 鉄 酸 化 細 菌 の 反 応 速 度 式
川 辺 能 成 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 2 年 度 春 季 大 会 , 2 0 0 0 年
1 8 6
鉄 酸 化 細 菌 に よ る 溶 液 中 の 第 一 鉄 イ オ ン の 酸 化 と 増 殖 挙 動 に 文 1 し て 酸 素 濃 度
が 及 ぼ す 影 粋
斎 廉 淳 志 ・ 須 藤 寺 ト 、 ・ 井 ト . 千 弘 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 2 午 度 春 本
大 会 , 2 0 0 0 午  3 月 . 千 葉
硫 紕 鉐 愉 去 を 含 有 す る 銅 精 鉱 の バ イ オ リ ー チ ン グ
寺 嶋 光 春 ・ 須 藤 * ー ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 竹 島 聰 之 ・ 下 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成
1 2 午 度 春 季 大 会 , 2 0 0 0 年 3 月 . 千 葉
T R A C E R  R E S P O N S E S  I N  G A S 、 U Q U I D ,  T W O " P H A S E  F L O W T H R O U G H
P O R O U S M E D I A
D . H a g a ,  Y . N H b o r i  a n d  T . c h i d a ,  w o r l d  G e 0 1 1 〕 e r m a l  c o n g r e s S  2 0 0 0 , 2 0 0 0 年 5
月 . 別 府
数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 微 生 物 注 入 法 に つ い て の 吉 察
楊 延 国 ・ 新 堀 雄 一 ・ 井 上 下 弘 ・ ・ 下 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 平 成 1 2 年 度 春 季 講
演 会 , 2 0 0 0 年 6 月 , 新 潟
ポ リ マ ー 生 産 細 菌 T U 、 1 5 A の M E O R フ ィ ー ル ド テ ス ト へ の 適 用 に 関 す る 実 験
菅 井 裕 一 ・ 洪 承 燮 ・ 千 田 佶 ・ 榎 本 兵 治 ・ 前 角 繁 之 , 石 油 技 術 恊 会 春 季 講
演 会 , 2 0 0 0 午  6 月 , 新 潟
塩 化 物 イ オ ン 存 在 下 に お け る 第 一 鉄 イ オ ン の 微 生 物 に よ る 酸 化
川 辺 能 成 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 坂 木 宏 , 第 8 回 資 源 環 境 連 合 部 会 研 究 発
表 会 ( 工 業 技 術 院 ・ 秋 田 県 ) , 2 0 0 0 年 6 月 . 秋 田
I n v e s t i g a t i o n  o f l h e  G I ' O W 1 1 1 0 f  B a d e r i a  i n  p o r o u s  M a l e r i a l s
Y a n 、 G O U  Y a n g ,  c h i h i r o  l n o u e ,  Y u i c h i  N i i b o r i ,  T a d a s h i  c h i d a ,  F i f t h
i n t e m a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  E n v i r o n m e n t a l B i o t e c h n 0 1 0 g y , 2 0 0 0 年 7 1 1 ,  K y 0 1 0
B i o C 1 1 e m i c a l  A c l i v i t y  o f  A d s o r b e d  T h i o b a c i 1 1 U s  f e r r o o x i d a n s  o n t o
D i a t o m a c e o u s  E a d h  i n  t h e  p r e s e n c e  o f  c h l 0 1 ' i d e  l o n
Y o s h i s h i g e  K a w a b e ,  c h i h i r o  l n o u e ,  T a d a s h i  c h i d a ,  F H t h  l n t e r n a l i o n a l
S y m p o s i u m  o n  E n v i r o n m e n t a l B i o t e c h n 0 1 0 g y , 2 0 0 0 年 7 月 ,  K y o t o
気 相 制 御 に よ る 鉄 酸 化 細 菌 バ イ オ リ ア ク タ ー の 運 転 効 率 化
須 藤 孝 一 ・ 斎 膝 淳 志 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 平 成 1 2 年 度 日 木 生 物 工 学 会 大 会 ,
2 0 0 0 年 8 月 . 札 幌
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千 菜
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?
194地熱発電所における微生物による硫黄スケール生成
久保田尚、f ・井上千弘・千田佶・欠坐k鴫男・上藤悟志、資源・素材厭Ⅱ系学
恊会合同秋季大会,2000年10月,秋田
バクテリアコロニーのパターン形成に1矧する・'考察
金山奈穂子・須藤芋一・井上千弘・千田佶,資源・索材関係学恊会合同耿
季大会,2000年10月,秋田
C02ガスの地層内尉兆以こおける界面活性剤の利用
芳賀大帖・井上千弘・新堀雄一・千田佶、資源・素材関係学恊会合同秋季
人会,2000年10月,秋田
菌類と鉄酸化細菌との相亙関係
趙成珍,須藤孝一,井上千弘.千田估,資源・素材関係学協会合同秋季大
ZN2000年10月.秋田;工式,
地熱発電所冷却塔内での微生物による硫化水索酸化
久保田尚子・井上下弘・下田佶・父野篤男・上j靈悟志,日本地熱学会平成
12年度学術講演会,20舶年11月,東京
鉄粉によるトリクロロエチレン分解経路の推定
大下貴之・井上千弘・千田佶・仔切系裕行,染7[0仕也、ト水・上壌汚染とその
防止対策に関する餌究集会,2000年12月,札幌
鉄粉を用いた有機塩索化合物による汚染上壌の浄化串例
g可系裕行・西山待b 井上千弘・下田佶,第7 回地、ト水・上壊汚染とその
防止文1策に関する研究集会,2000年12月.札幌
鉄粉によるアセチレン分解反応とTCE分觧経路の推定
大下貴之・伊藤裕行・井_k千弘・千田佶,第35回日本水環境学会年公,
2001年3 上1.岐阜
液膜を用いた中空糸モジュールによる二酸化炭素ガスの分際t
片岡秀彰・須藤孝・・・井上下弘・下田佶,資源・楽材学会平成13年度谷季
大会,2001年3月,東京
生物的鉄餓化プラントに存在する上eptospirⅡIuln ferrooxidans
八巻昌宏・井上下弘・須藤孝・・一下田佶,資源・票材学会平成13年度存季
大会,2001年3月,東京
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水 溶 竹 ポ リ マ ー 化 産 細 菌 に よ る 石 油 増 進 回 収 に お け る 油 層 内 挙 動 と 石 油 増 進
回 収 機 構 の 検 討
壱 井 裕 一 ・ 洪 承 燮 ・ 榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 石 油 技 術 恊 会 平 成 1 3 年 度 春 季 講
演 会 , 2 0 0 1 年 5 月 . 千 葉
P H イ メ ー ジ ン グ を 用 い た 士 壊 中 の 物 質 移 動 評 価 法 に 関 す る 研 究
野 村 聡 ・ 楊 延 国 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 . 第 6 2 回 分 析 化 学 討 論 会 , 2 0 0 1 年
6 月 , 杉 財 ミ
k p t o s p i r 辺 U m f e r r o o x i d a 船 の  F e 2 、 酸 化 速 度 に 及 ぼ す 鉄 イ オ ン 濃 度 の 影 糾
須 j 藤 孝 一 ・ 八 巻 昌 宏 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 1 3 午 度 日 本 生 物 工 学 会 大 会 ,
2 0 0 1 年 9 月 , 甲 府
地 熱 発 電 所 に 棲 息 、 す る 微 生 物 の 硫 化 水 素 酸 化 能 力 評 価
久 保 田 尚 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 矢 野 篤 男 ・ 工 1 冬 矯 志 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学
恊 会 合 同 秋 季 大 会 . 2 0 0 1 年 9  珂 , 札 幌
銀 イ オ ン に よ る 黄 鉄 鉱 浸 出 の 抑 制
安 藤 史 識 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 下 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季
大 会 , 2 0 0 1 年 9 月 , 札 幌
鉄 酸 化 細 菌 の 銀 イ オ ン 耐 性
下 引 地 大 介 ・ 須 藤 孝 ・ ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋
季 大 会 , 2 0 0 1 年 9 月 , 札 幌
R o l e  o f f u n g H n  a n  e n r i c h m e n t  c u l t u r e  o f i r o n ・ o x i d i z i n g  b a c t e r i a
K o i c l 〕 i  s u t o ,  s e o n g  J i n  J o e ,  A t s u s h i  Y 0 1 Φ t a ,  c h i 1 1 i r o  l n o u e  a n d  T a d a s h i  c h i d a ,
A s i a n w a t e r q u a 1 2 0 0 1 , 2 0 0 1 年 9 月 ,  F U I く U o k a
D e c h l o r i n a t i o n  r e a c t i o n  o f  t r i c h l o r o e t h y l e n e  ( T C E )  l v i t l 〕  m e t a Ⅱ i c
I r o n
P o w d e r
T a k a y u k i  o o s h i t a ,  H i r o y u l d  l t o ,  c h i h h ' o  l n o u e  a n d  T a d a s l 〕 i  c h i d a ,  A s i a n
W a t e r q u a 1 2 0 0 1 , 2 0 0 1 年 9 月 ,  F u k u o k a
B i o l e a c h i n g  o f a n h s e n i c ・ b e a r i n g  c o p p e r  c o n c e n t r a t e
C h i h i r o  l n o u e ,  K o i c h i  s u t o ,  M i t s u h a r u  T e r a s h i m a ,  T o s h i y u I く i  T a k e s h i m a  a n d
T a d a s h i  c h i d a ,  B i o h y d r o m e t a 1 1 U r g y :  F u n d a m e n t a l s ,  T e c h n 0 1 0 g y  a n d
S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t , 2 0 0 1  午  9 月 ,  o u r o  p r e t o ,  B r a Z Ⅱ
充 填 層 に お け る 微 生 物 の 増 舶 お よ び 移 動
下 村 大 輔 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 4 午 度 春 季
大 会 , 2 0 0 2 年 3  打 , 東 京
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214硫化水素の光酸化により生成されたポリ硫化物の微生物による還元
須藤卓・一斤高橋唯・井上千弘・下田佶,資源・素材学会春季大会,2002年
3月,東京
上壌浄化用鉄粉を使用したTCEとDCE類の分解
井上下弘・大下貴之・伊藤裕行・千Ⅲ佶,第8回地下水・士壌汚染とその
防止女1策に関する研究集会,2002年6月,京都
DIM(Dh'ectlron Mixing)]二法による ICE汚染士壌の分解事例
伊修裕行・山本貰士・井上千弘・千田佶.卸途回地下水・上壊汚染とその
防止対策に関する矧究集会,2002年6月,京都
鉄粉による有機塩素化合物の分解と汚染修復への利用
井_上千弘・須藤孝一・千田佶・伊膝裕行'・白'1島寿一,資源・素材関係学協
会合同耿季大会,2002年9月,熊本
DIM下法による有機塩素汚染士壌の浄化
白鳥寿一・伊1藤裕行・井上千弘・千田佶.資源・素材関係学恊会合同秋季
大会,20024ド9月,熊本
硫酸還元菌によるイオウ化合物の還元反応
須藤孝・・・井上千弘・千田佶,資源・素材僕1係学協会合同秋季大会,2002午
9円,熊本
鉄酸化細菌の集祐培養に存在する従属栄養細菌の性質
趙成珍・須藤孝一・・井上千弘・千田佶,資源・素材関係学協会合同秋季
大会,2002午 9月,熊本
鉛朽染士壌のファイトレメディエーションに関する検討
渡辺亮栄・須藤孝・一井上千弘・千田イ占,資源・素材陽1係学恊会合同秋季
大会,2002年9 門,熊本
低酸素分圧下での石油分解細菌の特性
井ヒ千弘・加藤宏之●貞藤孝・'・千田佶,石油学会第32回石油・石油化学
討論会,2002午10月,高山
水蒸気存在下での鉄粉へのTCE吸着
上闇裕彰・須藤孝一・井上千弘・下田佶,資源・素材学会東北支部秋季入
会,20呪年Ⅱ何,盛岡
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充 填 層 に お け る 微 生 物 移 動 に 及 ぼ す 粒 子 径 の 影 智
下 木 1 大 愉 ・ 須 膝 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 . 2 0 船
午 3 月 , 東 京
A d d i l h i o b a C Ⅱ I u s f e r r o o x i d a 船 の 鉄 酸 化 活 糾 t に 及 ぼ す 銀 イ オ ン の 影 粋
下 引 地 大 介 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 ,
2 0 0 3 年 3 月 , 東 京
透 過 反 応 壁 ( P 郎 ) の 浄 化 に 関 す る 基 礎 的 研 究
日 野 茂 雄 ・ 伊 藤 裕 行 ・ 上 田 尋 卜 須 藤 亨 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 第 9 回 地
下 水 ・ 士 壌 汚 染 と そ の 防 止 対 策 に 関 す る 研 究 集 会 , 2 0 0 3 年 6 月 . つ く ば
植 物 に 吸 収 さ れ た 重 金 属 類 の サ ブ ミ リ P Ⅸ E カ メ ラ に よ る マ ッ ピ ン グ
渡 辺 亮 栄 ・ 原  t 字 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・  T S . ア マ ル タ イ バ ン ・ 松 山 茂 男 ・
山 ψ 齡 告 道 ・ 石 井 慶 造 , 第 2 0 回 H X E  シ ン ポ ジ ウ ム . 2 0 0 3 年 9 月 , 高 知
ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン と 硫 化 鉱 物 と の 相 互 関 係
資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 0 3 年 9 打 , 宇 部
地 鬮 環 境 に お け る 岩 石 ・ 上 壌 と 流 休 の 反 応 一 移 動 プ ロ セ ス の 元 素 選 択 性
原 淳 子 ・ 士 屋 範 芳 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 協 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 船
年 9 月 . 宇 部
硫 酸 還 兀 菌 に よ る ポ リ 硫 化 物 か ら 硫 化 水 素 へ の 還 元
局 橋 唯 ・ 須 鰹 ギ ー ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊 会 合 同 耿 季
大 会 , 2 0 船 午 9 月 , 宇 部
微 生 物 に よ る  C 0 2 か ら の  C H 4 生 成
今 チ 村 建 太 ・ 須 修 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 音 肝 火 季 大
2 0 0 3 年 1 1 月 , 仙 台
ノ △ 、
ニ エ 耳 ,
中 空 糸 気 掖 接 触 器 を 用 い た 炭 酸 ガ ス 除 去 技 術
擇 原 大 道 ・ 井 上 千 引 、 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 東 北 支 割 汗 火 季 大 会 , 2 0 船
1 1 . 2 5 , 仙 台
流 体 一 岩 石 反 応 プ ロ セ ス の T ・ P ・ H 連 成 モ デ ル に よ る 岩 石 及 び 士 壌 変 質 の シ ミ ュ
レ ・ ー シ ョ ン
原 淳 子 ・ 士 屋 範 芳 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 . 2 ω 4 3 . 2 9 . 東 京
非 線 形 吸 着 特 性 と 遅 延 係 数 の 関 連
上 田 泰 ・ 原 淳 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 春 季 大 会 , 2 0 0 4 3 . 2 9
束 京
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235トリクロロエチレンと硫化鉱物との相互作用
宮本学・原淳子・須藤孝一・井上千弘・千田佶.資源・素材学会春季
大会,2004.3.29,東京
ポリ硫化物還元能力を有する硫酸還元細菌の単離および特性評価
高橋唯・須藤孝一・井上下弘・千田佶,資源・索材学会春季大会
2004.3.29.東京
生石灰を利用した油汚染士壌の浄化
千田佶・平川貴也・原淳子・須藤孝一・井上千弘・関野聡・中川勇
樹・橋本久俄,百油技術恊会春季講演会,2004年6月,札幌
植物体内に吸収された重金属顎のマッピング
渡辺亮栄・井上千弘・原淳子・松山茂男・111崎浩道・千田佶.群Ⅱ0回地
下水・士壌汚染とその防止対策に関する研究集会,2004年7月,大阪
金属鉄粉による塩素化エタンおよびメタンの脱塩素反応
伊藤裕行・友口勝・井上千弘・千田佶,第10回地下水・士壌汚染とその
防止ヌ1策に関する研究集会,2004年7月,大阪
実汚染サイトにおける油汚染士壌対策事例
佐藤藤男・橋本久儀・関野聡・中川勇枯上千田佶・井上千弘,第10回地
下水・士壌汚染とその防止対策に関する研究架会,2004年7月,大阪
硫酸還元細菌の新たな利用法一硫黄循環に基づく水からの水素生産システム
への応用一
高橋雌・須藤孝一一井上千弘・千田佶,平成16午度資源・素材関係学恊
会合同秋季大会,2004年9月,盛岡
有機酸と鉄イオンを用いたトリクロロエチレンの光分解
暗1_1」渉・原淳子・井上千弘・下田佶寸門畢廣,資源・素材関係学協
会合同秋季大会,2004年9月,盛岡
The Role of symbiotec Microorganisms in an Enrichment cu]1Ure of lron・
Oxidizing Baderia
趙成珍・須藤孝一・井上下弘・千田佶,資源・素材関係学協会合同秋季
大会,2004年9月,盛岡
士壌汚染物質に関する自然浄化能評価
原淳子・須藤孝一・井上千弘・千田イ古,資油卜索材関係学協会合同秋季
大会,2004年9月,盛岡
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中 空 糸 気 液 接 触 器 を 用 い た C 0 2 除 去 技 術
擇 原 大 道 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 0 4
作 9  " . 盛 岡
地 熱 発 電 所 に お け る 硫 黄 ス ケ ー ル 生 成 に 関 ・ 与 す る 微 生 物 の 同 定
鈴 木 明 宣 ・ 井 上 千 弘 ・ 須 藤 孝 ・ ・ 千 田 佶 , 花 田 智 . 日 本 生 物 工 学 会 大 会 .
2 0 0 4 午  9 月 , 名 古 屋
地 熱 発 電 所 に 牛 息 す る 硫 黄 酸 化 細 菌 の 硫 化 水 素 酸 化 経 路
井 上 千 弘 ・ 鈴 木 明 宜 ・ 原 淳 ・ f ・ 須 藤 孝 一 ・ 千 田 佶 , 日 本 地 熱 学 会 平 成 1 2
年 度 学 術 講 演 会 , 2 0 0 4 年 1 2 月 , つ く ば
シ ュ ウ 酸 と 鉄 イ オ ン を 用 い た ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン の 光 分 解
晴 山 渉 ・ 原 淳 子 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 ヒ 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 中 澤 廣 , 第 3 9 回 日 本
水 環 境 学 会 年 会 , 2 0 備 年 3 河 , 千 菜
非 線 形 吸 着 を 老 慮 し た 朽 染 物 質 の 移 動
上 田 泰 . 原 淳 子 ・ 須 簾 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 索 材 学 会 平 成
1 7 年 度 春 季 大 会 , 2 0 0 5 年 3 月 . 東 京
鉄 基 質 集 稙 培 養 か ら の 従 属 栄 養 性 鉄 酸 化 細 菌 の 単 離
趙 成 珍 ・ 須 肱 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 学 会 平 成 1 7 年 度 春 季
大 会 , 2 0 0 5 年 3 月 , 東 京
亜 硫 酸 イ オ ン に よ る 鉄 粉 の ト リ ケ ロ ロ エ チ レ ン 脱 塩 促 進 効 果
原 淳 子 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 伊 藤 裕 行 , 資 源 ・ 案 材 学 会 平 成
1 7 年 度 春 季 大 会 , 2 0 0 5 年 3 月 , 東 京
油 朽 染 上 壌 に 生 息 す る 微 生 物 に 及 ぼ す 生 石 灰 混 合 処 理 の 影 轡
平 川 貴 也 ・ 須 藤 孝 一 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 中 川 勇 樹 ・ 橋 本 久 儀 , 石 油 技 術
恊 会 春 季 大 会 , 2 0 0 5 年 6 月 , 東 京
硫 化 鉱 物 に よ る 有 機 塩 索 化 合 物 の 脱 塩 作 用
原 淳 子 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 ・ 伊 j 藤 裕 行 , 第 Ⅱ 回 地 下 水 ・ 士 壌 汚 染 と そ の
防 止 剣 策 に 関 す る 研 究 集 会 、  2 0 0 5 年 6 月 . 市 川
多 孔 質 体 中 に お け る 微 生 物 の 移 動 と 増 殖 と の 関 係
須 藤 孝 ・ ・ ' . 下 村 大 輔 ・ 井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 第 1 1 回 地 下 水 ・ 士 壌 汚 染 と そ の
防 止 対 策 に 関 す る 研 究 集 会 , 2 0 0 5 年 6 月 , 市 川
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255生石灰混合処理による油汚染土壌と微牛物群集体の変化
平川貴也・須藤孝一・井上千弘・千田佶・中川勇樹,第11回地下水・土壌
汚染とその防止対策に関する研究集会,2005年6月,市川
256鉄粉によるTCE脱塩素反応に及ぼす亜硫酸イオンの影誓
井上千弘・原淳子・伊藤裕行、、須藤孝一・千田佶,第Ⅱ回地下水・士壌
汚染とその防止対策に関する研究集会,20備年6月,市川
V.招待講演
1.固気系反応における二三の問題
千田佶,化学系学寸泓会連合東北地方大会,東北地区化学工学討論会,1975
年10月,棚"Ⅱ
2.浸出の反応速度
千田佶,昭和58年度全国地下資源関係学協会合詞秋季大会(仙台),1983年
10月,仙台
3.マンガンノジュールの浸出反応速度
千田佶,第20回選鉱研究懇談会,1985年1月,仙台
4.モデル同定に基づくプロセス制御
千田佶,昭和飢年度全国地下資源関係学恊会合同秋季大会(秋田),1986年
10月,秋田
47
5.浮選におけるPHの適応制御に関するパソロンの活用
千田佶昭和62年度全国地下資源関係学協会合同秋季大会(札幌),19釘年9
月,札幌
6.炭索析出をともなう H2・C0混合ガスによる酸化ニッケルの還元反応に関する
反応工学的研究
酒井昇・千田佶・只木禎力,日本学術振興会製銑第54委員会第132回研
究会,1988年7月,東京
フ.集稙培養菌による PH1以下でのFe2、の酸化
飾多開,鴻巣彬,千田佶,昭和63年度全国地下資源関係学協会合同秋
季大会(熊木),1988午10月,熊本
8.浮選プロセスの適応制御
千田佶,昭和63年度全国地下資源関係学協会合同秋季大会(熊本).1988年
10月.熊本
4 8
9
F e 2 、 集 祐 培 養 菌 に よ る 酸 化 反 応 の 速 度 式 一 菌 数 を 計 測 し な い 求 め 方 一
鴻 巣 彬 ・ 下 田 ( 古 , 資 源 ・ 砕 誹 オ , 9 0  ( つ く ば ) , 1 9 9 0 午 1 0 1 ] , つ く ば
気 相 か ら の 炭 素 継 蜂 Ⅱ の 成 長
士 屋 範 芳 ・ 千 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 9 1  ( 盛 1 岡 ) , 1 9 9 1 仟 、 1 0 月 , 盛 岡
名 秘 火 攻 法 の 特 徴 一 油 層 内 挙 動 と 採 集 率
榎 本 兵 治 ・ 千 H _ 1  佶 , 石 油 技 術 恊 会 第 5 6 回 個 人 講 演 ・ シ ン ポ ジ ウ ム . 1 9 飢 年
1 0
1 1
1 2
I n c r e a s e  o f  0 Ⅱ  R e c o v a y  b y  M o d i 丘 e d  l n ・ s i l u  c o m l ) u s l i o n  M e t h o d s
H . E n o m o t o a n d T . c h l d a , 1 C M R , 9 1 、  1 9 9 1 午 1 1 月 , 1 火 田
石 油 開 発 に お け る バ ク テ リ ア の 利 用
榎 本 兵 治 ・ 千 田 佶 , 共  7 R 燮 , 資 源 ・ 累 材 , 9 3  ( 盛 陥 D , 1 9 9 3 年 1 0 月 , 盛 岡
微 生 物 処 理 の 資 源 り サ イ ク リ ン グ へ の 応 用
千 田 佶 , 日 本 学 術 会 議 資 源 開 発 上 学 研 連 シ ン ポ ジ ウ ム 「 分 離 技 術 の 最 近 の
進 歩 と そ の 資 源 り サ イ ク リ ン グ へ の 応 用 」 , 1 9 9 4 年 4 月 , 東 京
T h i o b a c i Ⅱ U s f e r l ・ o o x i d a n S  お よ び T . 1 1 1 i o o x i d a n S  の 集 利 寸 音 1 安 に お け る 挙 列 J
須 藤 ギ ・ ー ・ 千 田 佶 , 資 源 ・ 素 材 , 9 4  ( 大 阪 ) , 1 9 9 4 年 1 0 月 , 大 阪
集 積 培 養 に よ る 鉄 お よ び 硫 黄 酸 化 細 菌 の 酸 化 挙 動
千 Ⅲ 佶 , 素 材 工 学 研 究 所 特 定 テ ー マ シ ン ポ ジ ウ ム ( テ ー マ ・ 粉 休 系 材 の 機
能 と 再 生 . ) , 1 9 9 4 年 1 1 月 . 仙 台
石 抽 開 発 へ の バ ク テ リ ア の 利 用
千 田 佶 , 化 学 下 学 会 プ ロ セ ス エ ン ジ ニ ア リ ン グ 特 別 研 究 会 , 1 9 9 5 年 5 月 . 千 桑
微 生 物 を 利 用 し た 採 油 増 進 技 術 に 関 す る 研 究
米 林 英 治 ・ 大 野 健 二 ・ 千 田 佶 ・ 榎 本 兵 治 ・ 洪 承 燮 , 資 源 ・ 素 材 9 6 ( 仙 台 ) ,
1 9 9 6 年 1 0 月 . 仙 台
バ イ オ リ ー チ ン グ に 有 用 な 造 伝 子 の 探 索
井 上 イ ぢ ム ・ 下 田 佶 . 資 源 ・ 素 材 9 6  q 山 台 ) , 1 9 9 6 年 1 0 月 、 仙 台
地 F 水 流 動 と 高 レ ベ ル 放 射 忙 廃 棄 物 の 処 分 に つ い て
新 堀 雄 ・ ・ ・ 栃 山 修 ・ 下 田 佶 , 資 源 ・ 業 材 9 6  q 山 台 ) , 1 9 9 6 年 1 0 月 , 仙 台
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21 Research for Bioleaching ofcopper sU1負de
Chihiro lnoue and Tadashi chida, proceedings of T01くyo sylnposium on
Robust colnpouund Treatment Next Generation Metal source production
Techl]010部,1997年1 目,'fokyo
嫌気条件下における鉄酸化細菌の挙動
井上千弘・千田佶,資源・ノ'材97 (札幌),19釘年9 珂,札幌
中国吉林油田におけるMEORの研究
洪承燮・榎本兵治・千田佶,資源・素材,97 (札幌),1997年10月,札幌
好酸性独立栄養細菌と共生する微生物について
秀訓黍孝一・井上千弘・千田佶,資源・素材98 (北ノL州),1998年11月,北九州
地、H欝原開発と微生物利用一微生物攻法を中心にして
下田イ占,日本生物工学会北日木支部・東北地域バイオインダストリー振興
会議合同シンポジウム,1999年8月,仙台
有機塩素化合物によって汚染された士壌の鉄粉による分解浄化
伊藤裕行・友口勝・白鳥寿一・井上千弘・千田佶,平成Ⅱ年度資源・素
材関係学恊会合同秋季大会,1999年H月,京都
微生物を利用した地球に優しい資源開発
千田佶,第138回 STスクエアー,1999年11月,つくば市
資源・地球環境分野における微生物利用
千田佶, H本学術会議資源開発工学研連,エネルギー.資源工学研速シン
ポジウム「地球.エネルギー.資源~近未来技術の展望」,2000年6月,束京
トリクロロエチレン,テトラクロロエチレン汚染十1套の原位置処理
井上千弘・千田佶,資源・素材2000 (チ火田),2000年10月,秋田
士壌.地下水汚染修復
千田佶,1URNS022地球環境問題講演会,2000年10上131日,仙台
バイオリーチングの現状と将来
千田佶,資源・素材2001 (札幌),2001年9月,札幌
環境符Hヒのための微生物の基礎
千田佶,第12回化学、C学・一関セミナーー環境の浄化と微生物一,2002年5
打,岩手県・一関市
22
23
24
25
26
27
49
28
29
30
31
32
5 0
3 3
士 壌 汚 染 と そ の 修 復
千 田 佶 , 資 源 ・ 索 材 学 会 東 北 支 部 春 季 大 会 特 別 i 愉 寅 会 , 2 0 0 3 年 6 月 , 仙 台
士 壌 . 地 下 水 汚 染 修 復
千 田 佶 , J S T 社 会 技 術 プ ロ ジ ェ ク ト 「 循 環 型 社 会 に お け る 問 題 物 質 群 の 環
境 対 応 処 理 技 術 と 社 会 的 解 決 」 及 び ( 財 ) 生 産 技 術 研 究 奨 励 会 特 別 研 究 会  f 水
と 生 態 間 の 問 題 物 質 の 循 環 、 1  合 同 勉 強 会 , 2 0 0 3 年 8 月 , 東 京
士 壌 中 に お け る 水 銀 の 形 態
井 上 千 弘 ・ 千 田 佶 , 平 成 1 5 年 度 資 源 ・ 素 材 関 係 学 恊 会 合 同 秋 季 大 会 , 2 0 船
年 9 月 , 宇 部
士 壌 汚 染 浄 化 技 術 の 現 状 と 将 来
千 田 佶 , 第 1 9 回 環 境 工 学 連 合 講 演 会 , 2 0 0 4 年 1 月 , 束 京
士 壌 汚 染 と そ の 修 復 技 術
千 田 佶 , 第 1 3 回 環 境 フ ロ ン テ イ ア 研 究 会 , 2 0 0 4 年 2 月 , 八 戸
士 壌 ・ 地 下 水 汚 染 問 題 の 現 状 と 課 題
千 田 佶 , ( ネ ■ 日 本 技 術 士 会 東 北 支 部 応 用 理 学 部 会 第 2 回 研 修 会 . 獄 X H ・ ・ 乍 2 月 , 仙 台
汚 染 士 壌 浄 化 技 術 の 概 要
千 田 佶 . 束 北 の 士 壌 汚 染 問 題 を 老 え る  i n 秋 田 2 0 0 5 , 2 0 0 5 年 1 月 , 秋 田
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Ⅵ . 解 説 ・ 評 論 等 ( 新 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 , 事 典 の 執 筆 等 )
1 . 酸 化 鉄 還 元 時 に お け る ウ ィ ス カ ー ( ひ げ 1 佶 晶 ) 成 長
千 田 佶 , 化 学 工 学 ,  V 0 1 . 3 9 ,  N O . 1 0 , 5 5 6 - 5 5 6 ( 1 9 7 5 )
2 . 非 触 媒 気 固 反 応 に お け る 触 媒
千 田 佶 . 化 学 工 学 論 文 集 ,  V 0 1 . 4 1 ,  N O . 1 . 脇 ・ 5 3 ( 1 9 7 フ )
3 . 地 熱 貯 留 層 に お け る ト レ ー サ ー 応 答 解 析
千 田 佶 ・ 新 堀 雄 一 , 地 熱 エ ネ ル ギ ー ,  V 0 1 . 1 1 ,  N O . 2 , 1 4 6 1 5 7 ( 1 9 8 6 )
4 . 炭 素 析 出 を と も な う  H 2 ・ C 0 混 合 ガ ス に よ る 酸 化 ニ ッ ケ ル の 還 元 反 応 に 関 す る
反 応 工 学 的 研 究
酒 井 昇 ・ 千 田 佶 ・ 只 木 禎 力 , 日 本 学 術 振 興 会 製 銑 第 5 4 委 員 会 第 1 3 3 回 研 究
会 資 料 ( 5 4  委 ・ 1 8 6 1 ) , 1 - 1 0 d 9 8 9 )
5 石油生産技術用語集
山崎豊彦・千田佶ら,石油技術恊会(1989)
地熱貯留層モデル
千田佶・新堀雄・ー、資i原・素材学会誌, V01.106, NO.12,705-712(1990)
PHの学習型ファジイ制御
千田佶,資源, V01.3, NO.フ,306318a991)
ファジイ制御の鉱物処理プロセスへの応用
千田佶,資源と素材, V01.109, NO.2,乃・80(1993)
中国の石油事情と水攻法技術
洪承燮・榎本兵治・新堀雄一・千田佶,石油技術恊会誌, V01.59, NO.2,
136-141 a994)
微生物攻法(その 1)原理
千田佶・榎本兵治・米林英治・大野健二,石油技術恊会誌, V01.61, N03,
246-250 (1996)
微生物攻法(その2)ラボ研究
米林英治・大野健二・千田佶・榎本兵治,石油技袮汁弱会誌. V01.61. NO.4,
319324 (1996)
石油開発への微生物の利用
千田佶.配管技術(日刊工業出版), V0138, NO.9,1823 (1996)
微生物攻法(その 3)フィ・ルドへの適用
米林英治・大野健二・千田佶・榎本兵治,石油技術恊会誌, V01.61, NO.5,
452-459 a996)
地下水流動と高レベル放g、j性廃棄物の処分について
新堀雄・ー・杤山修・千田佶,資源・素材関係学協会合同秋期大会企画講
演論文集, V01.4,146-149(1996)
海洋油汚染の微生物処理その1
千田佶・井上千弘,石油技術協会祐, V01.63, NO.4,315318(1998)
海洋油汚染の微生物処理その2
千田佶・井上千弘,石油技林汁窃会誌, V01.63, NO.5,442・446(1鯛8)
6
7
8
9
10
11
51
12
13
14
15
16
5 2
1 7
海 洋 油 汚 染 の 微 生 物 処 理 そ の 3
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 , 石 油 技 袮 什 窃 会 誌 .  V 0 1 . 6 3 ,  N O . 6 , 5 4 7 - 5 5 0 a 9 9 8 )
海 洋 油 汚 染 の 微 生 物 処 理 そ の 4
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 , 石 油 技 袮 汁 窃 会 誌 ,  V 0 1 . 6 4 .  N O . 2 , 1 9 2 - 1 9 5 ( 1 9 9 9 )
地 下 資 源 開 発 と 微 生 物 利 用 一 微 生 物 攻 法 を 中 心 と し て ー
千 田 佶 , 東 北 地 方 バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー 振 興 会 議 会 帳 ( T O B I N ) .  V 0 1 . 1 8 ,
3 2 - 3 6  ( 1 9 9 9 )
微 生 物 を 利 用 し た 新 し い 石 油 採 掘 法
千 田 佶 , バ イ オ サ イ エ ン ス と バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー ( バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー 恊
会 ) ,  V 0 1 . 5 8 ,  N O . 6 , 4 0 1 - 4 0 4 ( 2 0 0 0 )
ト レ ー サ ー 試 験 で 何 カ リ ) か る ?
千 田 佶 ・ 芳 賀 大 輔 . 地 熱 エ ネ ル ギ ー ( 新 エ ネ ル ギ ー 財 団 ) ,  V 0 1 . 2 6 .  N O . 1 ,
4 - 1 3  ( 2 0 0 1 )
地 熱 発 電 と 微 生 物
千 田 佶 , 東 北 地 域 バ イ オ イ ン ダ ス ト リ ー 振 興 会 議 会 祁 ( T O B I N ) ,  V 0 1 . 1 9 ,
N O . 1 4 , 1 2 - 1 4  ( 2 0 0 1 )
土 壌 . 地 下 水 汚 染 修 復
千 田 佶 , 翠 ξ 奔 ,  V 0 1 , 1 6 , 2 4 - 2 8  ( 2 0 0 2 )
環 境 り ス ク の 評 価 と 管 理 の 今 後
千 田 佶 ・ 井 上 千 弘 . 特 殊 鋼 ( ( 社 ) 特 殊 針 Ⅲ 具 沖 結 の ,  V 0 1 . 5 3 ,  N O . 5 , 5 - 8 ( 2 0 0 4 )
有 機 塩 素 化 合 物 に よ る 士 壌 汚 染 と そ の 浄 化 技 術
井 上 千 弘 ・ 内 鳥 寺 一 ・ 千 田 佶 , り サ イ ク ル 設 計 と 分 際 畔 吉 製 技 術 ,  V 0 1 . 9 , 5 0 5 7
( 2 ( X X )
微 生 物 を 利 用 し て 有 用 資 源 を 回 収 す る 「 バ イ オ リ ー チ ン グ 」
千 田 佶 ,  O H M  ( ( 株 ) オ ー ム 社 ) ,  V 0 1 9 2 ,  N 0 4 , 4 - 5  ( 2 0 0 5 )
士 壌 汚 染 浄 化 技 術 の 現 状 と 将 来
千 田 佶 , ケ ミ カ ル エ ン ジ ニ ア リ ン グ ,  V 0 1 . 5 0 ,  N O . 1 0 , 7 6 6 - フ 7 0  ( 2 0 0 5 )
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V11.その他(随想など)
1.昭村巧7年度合同秋季大会見学記,第4班鉱山コース(苗代川焼工場,三井串
木野鉱山)
千田佶,日本鉱業会誌, V0198, NO.12,1982年12月
2.資源システムエ学
千田佶,紫水会会報, NO.40,1983年3月
3.昭和58年度全国地下資源関係学恊会合同秋季大会 q山台); MMU/AUSIMM
JOINTSYMPOSIUM1983SENDA1帳告集
田中正三・臼井新之助・千田佶,日本鉱業会誌, V01.100, NO.3、 1984年3月
4.新任教授の抱負一資源の有効利用に向けてー
千田佶,青葉工業会ニュース,23号,1987年3月
5.地球のエネルギーを有効に使うためにーその貯留層シミュレーションとのか
かわりー
千田佶,1〔明会誌, V01.46,19釘年3月
6.気相からの金属表面に成長する炭素繊維
千田佶,広報(東北大学), NO.153,19兜年9月
フ.大学院重点化一資源工学利
千田佶,青葉工業会ニュース,32月,1996年3月
8.学生時代の愛読書・アンケート
千田佶,工明会誌,53号,1996年3月
9.鉄酸化細菌による鉄還元 q肝究紹介20D
千田佶,東北大学学報,1415号,1996年5月
10. Greetings aS旺 2000,23 Aug.2000, sendai,Japan)
Tadashi chida, proceedings of lnternational symposium on Microbial
Enhanced oilRecovery, Aug.2000
Ⅱ.開会挨拶
千田佶,東北士壌汚染研究会第1回講演会「士壌汚染とその修復一技術と
ビジネスー・」講演要旨集,2003年11月
12.編集後記
千田佶,石油技術協会誌、 V01.69, NO.2,2004下3月
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会 長 挨 拶
千 田 佶 . 東 北 士 壌 汚 染 研 究 会 ホ ー ム ペ ー ジ , 2 0 0 4 年 5 月
開 会 挨 拶
千 田 佶 , 東 北 上 壌 汚 染 研 究 会 第 3 回 講 演 会 「 士 壌 問 題 解 決 へ の ア プ ロ ー チ 」
講 演 要 旨 集 , 2 0 0 5 年 1 0 月
1 4
